
おいしさのバトンを、�
未来を生きる�
子どもたちへ。
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ご自由にお取りください

道総研の食の研究マガジン
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　　　　　　　　とは？
地方独立行政法人 北海道立総合研究機構
が、北海道の食産業の活性化を目指して取り
組んでいる「食の戦略研究」について、その研
究内容や成果に対する道民の皆さんのご理
解とご支援をいただくために制作したフリー
マガジンです。

北海道のおいしいを 
つくる、 
ささえる、 
つなげる研究。
お久しぶりの「たべＬＡＢＯ」第３号。 
多岐にわたる道総研の取り組みの中から 

「食の戦略研究（第Ⅲ期）」にスポットを当ててご紹介しています。 
研究のテーマは省力化や働きやすさの創出、 
さらに食べやすい・選ばれやすい・価値の高い食品づくりなど。 
今回も生産者や技術者、研究者のみなさんに協力いただき、 
あなたの「食の関心」を満たすような記事を 
たっぷり掲載してみました。 
では、心ゆくまで、お召し上がりください。
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道内の各地域には明治の開拓時代か
ら平成にかけ、農業試験場、水産試
験場、工業試験場、食品加工研究セ
ンターなどの北海道立の試験研究機
関（道立試験研究機関）が設立され、 
各分野におけるさまざまな研究開発を
通じて、暮らしの向上や産業の活性化
に貢献してきました。しかし近ごろの時
代の変化や進展には目を見張るもの
があり、道民の皆さんから寄せられる
ニーズも多様化しています。こうした状
況をとらえ、各道立試験研究機関が
持っているノウハウや技術力を強化す
る一方、これからの時代の変動にも速
やかに対応していくために、平成22年
４月、各部門を統合し、地方独立行政
法人である北海道立総合研究機構

（道総研）に生まれ変わったのです。

そもそも『道総研』って、どんな組織？

各分野の道立試験場などが 
進化した組織です。

戦略研究とは、道総研のそれぞれの
研究セクションが連携することはもち
ろん、企業や大学との共同研究など、
相互のネットワークを効果的に活用し
ながら、北海道の重要施策などに関
わる研究を進めることです。食の戦略
研究は平成22年から第Ⅰ期を開始し、
今回の第Ⅲ期で一区切りを迎えます。
この15年の間に取り組んだ研究テー
マ数は23、関わった道総研の研究者
は150名以上、外部の多くの皆さまに
支えていただきながらさまざまな成果
を挙げてきました。

そもそも『食の戦略研究』って？

連携しながら、 
「おいしいの可能性」を広げます。

道総研という組織と役割
道総研パノラマビュー� 4

北海道農業の常識が変わる
冬季無加温栽培� 6

うま味王国北海道�
ドラマの幕開けです。� 12

ニッチもいる。エンノシタもいる。
こんな研究も道総研。� 18

アイデアと技術で生産現場を応援！
手作業の省力化�
プロジェクト� 20

次のおいしさを拓く
KEYWORD� 28

大きく育って、細かくなぁれ！
広がれ、�
道産穀物粉の世界。� 34

小髙理事長 × 吉川リーダーの 
食卓トーク
おいしいの、その先を�
共に考える時代です。� 40

未来のどこかにある、�
「もっとおいしい」を�
探すために。� 44

カタイ名前で、やわらかな発想。
ここが知りたい、�
道総研。� 46
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ホタテの殻を使った�
粉が散らないチョーク

ハウス栽培�
管理ロボット

道産ワインの研究

◉農業・酪農・畜産試験場◉�
（道内８カ所）

北海道に適した農作物や栽培技術の開発、
家畜の飼養・管理技術の開発、食の安全に
関わる研究を行っています。

◉工業試験場◉

さまざまな分野の工業技術
の研究を行い、道内企業の
技術相談や派遣指導なども
行っています。

◉食品加工研究センター◉

食品加工に関する試験研究や、企業の
製品開発・工程改良などへの技術支援
を行っています。

道総研は、北海道の希望をカタチにして、 
今よりももっと住みよい北海道を実現するために、 

企業や地域と連携しながら、 
さまざまな研究や提案を行っています。
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◉水産試験場◉（道内７カ所）

自然との共生を目指した水産業の振興
と地域漁業を支えるさまざまな課題の
解決に取り組んでいます。

地層の調査

津波

熊の生態調査

きのこの栽培

断熱の実験

◉エネルギー・環境・地質研究所◉

地域社会の課題を解決し、持続可能な地域社会
の創造に貢献するため、エネルギー、環境、地質
分野の研究活動を総合的かつ分野横断的に推進
しています。

◉林業・林産試験場◉（道内２カ所）

森林資源の循環利用を目指し、森林づくりや
木材利用に関する研究開発や技術支援を行っ
ています。

◉北方建築総合研究所◉

北国の住まいや建築に関する研究開
発を行い、良質で安全な暮らしや地
域づくりに貢献しています。

山林
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積
雪
や
寒
気
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
た 

冬
の
北
海
道
の
野
菜
づ
く
り
。

夏
場
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
と
り
ど
り
の
野
菜
で
埋
め
尽

く
さ
れ
て
い
た
畑
も
、
冬
将
軍
の
訪
れ
と
共
に
、
深
い

静
寂
に
包
ま
れ
て
い
く
…
北
海
道
農
業
の
課
題
は
、
深

い
積
雪
や
強
い
寒
気
で
野
菜
づ
く
り
の
道
が
閉
ざ
さ
れ

て
し
ま
う
冬
。
こ
の
た
め
多
く
の
生
産
者
は
秋
の
収
穫

が
終
わ
る
と
仕
方
な
し
に
長
い
休
み
に
入
っ
た
り
、
生

計
の
た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト
に
出
か
け
る
な
ど
、
不
安
定

な
生
活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
部
、
灯
油
な
ど
の
暖
房
を
使
っ
た
ハ
ウ
ス
栽
培
に

取
り
組
む
生
産
者
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
現
場

か
ら
は
、
高
騰
す
る
燃
料
代
に
加
え
各
地
へ
の
運
送
コ

ス
ト
が
負
担
と
な
り
、
十
分
な
利
益
を
得
ら
れ
な
い
…

と
い
う
悲
痛
な
声
が
届
い
て
い
ま
し
た
。

ケ
ー
ル
を
始
め
さ
ま
ざ
ま
な 

冬
野
菜
の
収
穫
が
可
能
に
。

冬
で
も
野
菜
づ
く
り
を
、
安
定
し
た
収
入
を
。
そ
ん

な
想
い
に
応
え
る
た
め
に
道
総
研
が
取
り
組
ん
だ
の
が
、

冬
季
無
加
温
栽
培
の
研
究
で

す
。
こ
れ
は
灯
油
な
ど
に
頼

ら
ず
、
ハ
ウ
ス
の
保
温
機
能

だ
け
を
活
用
し
な
が
ら
冬
季

の
野
菜
の
収
穫
を
可
能
と
す

る
技
術
の
こ
と
。
す
で
に
北

海
道
南
西
部
で
取
り
組
ま
れ

て
い
た
「
寒
じ
め
栽
培
」
を

参
考
に
、
全
道
で
導
入
で
き

る
技
術
の
確
立
を
目
指
し
ま

し
た
。

研
究
❶

ハ
ウ
ス
の
構
造

太
陽
光
を
取
り
込
み
ハ
ウ
ス
内
を
適
温
に
保
つ
一
方
、

外
気
や
積
雪
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、
ビ

ニ
ー
ル
の
多
重
被
覆
に
つ
い
て
研
究
。
外
張
り
を
２
〜

３
重
に
し
て
空
気
膜
構
造
で
断
熱
性
を
向
上
さ
せ
ま
し

た
。（
内
張
り
の
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
も
検
討
）
さ
ら
に
野
菜
に

不
織
布
を
か
け
る
な
ど
の
保
温
の
技
術
も
積
み
上
げ
、各

地
域
特
性
に
マ
ッ
チ
し
た
ハ
ウ
ス
構
造
を
考
察
し
ま
し

た
。

-26.2℃
外張り２重

外気との温度差
24℃差

内張り

-2.2℃

不織布

暖房
不要

北海道農業の常識が変わる

暖房いら
2 2 2 2

ず
2

で�
野菜が育つ！

冬季無加温栽培

6

研
究
❷

栽
培
方
法

ケ
ー
ル
を
題
材
に
冬
季
無
加
温
栽
培
に
よ
る
新
た
な

生
産
体
系
を
研
究
。
定
植
時
期
、
成
長
（
葉
数
）
に
応

じ
た
ハ
ウ
ス
内
温
度
の
設
定
や
そ
の
調
整
法
を
明
確
化

す
る
一
方
、
作
物
の
成
長
が
止
ま
っ
た
後
に
ハ
ウ
ス
内

で
鮮
度
を
保
っ
た
状
態
で
貯
蔵
す
る
技
術
の
確
立
に
よ

り
、
11
月
〜
２
月
と
い
う
長
期
に
わ
た
っ
て
の
出
荷
を

可
能
と
し
ま
し
た
。

研
究
❸

栽
培
品
目
の
研
究

冬
季
無
加
温
栽
培
に
適
し
た
野
菜
と
は
？

こ
の
テ
ー
マ
を
探
求
す
べ
く
、
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ

や
小
松
菜
、
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

野
菜
の
栽
培
や
糖
度
変
化
の
調
査
な
ど
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

冬
季
無
加
温
栽
培
の
研
究
は
現
在
も
継
続
的

に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
生
産
の
現

場
（
生
産
者
）
へ
の
周
知
活
動
、
消
費
者
へ
の

北
海
道
の
冬
野
菜
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
さ
ら
に
よ
り

お
い
し
い
調
理
法
の
研
究
な
ど
も
重
要
な
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

 ⁃冬季無加温栽培に適した葉根菜類

 ⁃冬季無加温栽培の流れ

以
前
で
あ
れ
ば
、
冬
は
ア
ル
バ
イ
ト

に
精
を
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
10
年
ほ

ど
前
か
ら
『
寒
じ
め
ほ
う
れ
ん
草
』
の

栽
培
を
ス
タ
ー
ト
。
今
で
は
ハ
ウ
ス
15

棟
に
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

ト
マ
ト
栽
培
が
終
わ
っ
た
９
月
20
日

前
後
に
種
を
直
播
き
し
、
10
月
中
旬
ま

で
水
を
与
え
ま
す
。
成
長
さ
せ
る
の
は

11
月
末
ま
で
で
、
そ
こ
か
ら
温
度
管
理

（
５
℃
前
後
）
に
気
を
つ
け
な
が
ら
３
カ

月
か
け
て
収
穫
し
ま
す
。
冬
は
虫
が
い

な
い
し
、
病
気
に
か
か
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
夏
場
の
よ
う
に
一
斉
に

刈
り
取
る
必
要
も
な
い
の
で
休
日
も
取

れ
ま
す
。
競
合
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、

袋
詰
め
な
ど
で
パ
ー
ト
さ
ん
を
雇
用
し

て
も
収
益
は
上
々
で
す
。

ま
た
「
生
で
食
べ
て
も
お
い
し
い
」

「
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
夏
の
３
倍
」「
シ
ュ
ウ

酸
が
少
な
く
糖
度
が
高
い
」
な
ど
消
費

者
や
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
も
高
い
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

去
年
は
ケ
ー
ル
に
も
挑
戦
、
予
想
以

上
の
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
認
知
度
や

お
い
し
さ
が
広
ま
り
、
食
卓
か
ら
の
ニ

ー
ズ
が
増
え
れ
ば
定
番
化
す
る
こ
と
も

考
え
て
い
ま
す
。

耐寒性 栽培限界
温度 品目

強

-10℃ ベビーリーフ、スイスチャー
ド、パクチー、ほうれん草

-7℃
ケール、小松菜、からしな
（わさび菜）、紫からしな、
のらぼうな

中 -5℃
リーフレタス、チンゲンサ
イ、小かぶ、みずな（紫み
ずな）

弱 -2℃ 結球レタス

Mini Interview

9月中旬定植

空気膜ハウス
（内張り不要）

平均気温5℃以上
（目標葉数13枚）

最低気温2℃

収穫後雪下貯蔵不織布べたがけ2週間ハウス開放
9月 10月 11月 12月 1月 2月

◉11月～2月出荷可能◉

＼管理の見直し・貯蔵技術の活用で／

長期にわたって出荷可能！

守屋農園
旭川市東旭川町日ノ出284番地

冬の野菜栽培は�
メリットがいっぱい！

旭川市『守屋農園』　代表 守屋 大輔さん

7



冬
収
穫
で
苦
み
が
激
減
、 

野
菜
は
寒
さ
に
耐
え
て
甘
く
な
り
ま
す
。

暖
房
費
不
要
で
手
間
い
ら
ず
、
冬
季
間
の
生
産
者
の

安
定
収
入
も
確
保
で
き
る
冬
季
無
加
温
栽
培
。
で
も
メ

リ
ッ
ト
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

零
下
に
ま
で
気
温
が
下
が
る
冬
、
野
菜
た
ち
は
凍
結

な
ど
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
葉
や
茎
に
糖
分
を
蓄
え
る

た
め
、
グ
ン
と
甘
く
な
る
の
で
す
。
そ
の
甘
み
は
、
ベ

ビ
ー
リ
ー
フ
や
小
松
菜
、
ほ
う
れ
ん
草
、
ケ
ー
ル
な
ど

で
実
証
済
み
。（
前
ペ
ー
ジ
に
登
場
の
）
守
屋
農
園
で
栽

培
さ
れ
た
ほ
う
れ
ん
草
も
お
客
様
や
バ
イ
ヤ
ー
か
ら「
甘

い
」
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

野
菜
嫌
い
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
聞
こ
え
る
の
は
「
野

菜
の
苦
み
が
イ
ヤ
」
と
い
う
声
。
し
か
し
冬
季
無
加
温

栽
培
で
育
っ
た
野
菜
は
苦
み
や
え
ぐ
み
が
抑
え
ら
れ
、代

わ
り
に
さ
わ
や
か
な
甘
み
も
感
じ
る
た
め
、
子
ど
も
た

ち
も
「
お
い
し
い
」
と
口
を
揃
え
る
は
ず
。

冬
季
無
加
温
栽
培
は
、
食
味
の
面
で
も
冬
の
北
海
道

に
最
適
な
栽
培
方
法
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

苦
い
脇
役
か
ら
冬
野
菜
の
主
役
へ
。 

ケ
ー
ル
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

青
汁
の
原
料
で
知
ら
れ
る
ケ
ー
ル
。
独
特
の
苦
み
が

あ
る
た
め
、
生
で
食
べ
た
こ
と
の
あ
る
方
は
少
な
い
で

し
ょ
う
。
け
れ
ど
冬
季
無
加
温
栽
培
で
育
っ
た
ケ
ー
ル

を
口
に
す
る
と
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
も
１
８
０
度
変
わ
る

は
ず
で
す
。

夏
と
比
べ
る
と
そ
の
糖
度
は
約
２
・
5
倍
。
苦
み
も

ほ
と
ん
ど
感
じ
な
い
た
め
、
や
わ
ら
か
な
葉
の
部
分
は

サ
ラ
ダ
な
ど
に
最
適
で
す
。
事
実
、
試
験
的
に
提
供
し

た
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
は
「
こ
れ
が
ケ
ー
ル
？
」「
お
客
様

か
ら
も
好
評
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
比
較
的
歯
ご
た
え
の
あ
る
茎
の
部
分
は
ボ
イ
ル
し
温

野
菜
と
し
て
、
あ
る
い
は
ペ
ー
ス
ト
状
に
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
食
材
と
合
わ
せ
る
の
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。

栄
養
価
も
高
く
、
生
食
で
は
ル
テ
イ
ン
や
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
、

ボ
イ
ル
し
て
ペ
ー
ス
ト
に
す
る
と
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
ン

ガ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
な
ど
を
効
果
的
に
摂
取
で
き
ま
す
。

はじめまして
「ゆきあま®ケール」です。

厳寒の上川農業試験場のハウスで、ケールの生育
状況を調べる野田研究主査（左）と古山主査（右）。

おいしー！ 
ヘルシー！

苦そう、硬そう、モソモソしそう…。�
そんなネガティブイメージを�
まるごと変えてくれる、�
新しくておいしいケールができました！

下部

下部 �糖度11.9

上部 �糖度15.9

上部

数分ボイル後急速冷凍

ペースト
（スムージー向けなど）

カット野菜
（サラダ向けなど）

＼苦くない！青臭くない！／

甘いからケールが�
無駄なく食べられる！
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冬
季
無
加
温
栽
培
の
シ
ン
ボ
ル 

「
ゆ
き
あ
ま

Ⓡ

」ブ
ラ
ン
ド
。

生
産
者
に
も
、
消
費
者
に
も
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
て
く

れ
る
冬
季
無
加
温
栽
培
。
こ
の
新
し
い
技
術
や
そ
の
お

い
し
さ
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
伝
え
た
い
…
そ
ん
な

願
い
を
込
め
て
道
総
研
が
考
案
し
た
の
が
「
ゆ
き
あ
ま
」

と
い
う
新
ブ
ラ
ン
ド
。
冬
季
無
加
温
栽
培
を
意
味
す
る

「
ゆ
き
」、
高
糖
度
を
意
味
す
る
「
あ
ま
」
を
組
み
合
わ

せ
た
造
語
で
す
。

記
念
す
べ
き
最
初
の
野
菜
は
「
ゆ
き
あ
ま 

ケ
ー
ル
」

で
す
が
、
栽
培
試
験
な
ど
を
重
ね
、
今
後
新
た
な
「
ゆ

き
あ
ま 

冬
野
菜
」
を
リ
リ
ー
ス
し
て
い
く
予
定
で
す
。

栄養素も�も�
たっぷり！たっぷり！

厳しい寒さが、厳しい寒さが、
やさしい甘さにに

甘いから甘いから
生でも�
食べられる食べられる

「ゆきあま」は、
道総研の研究成果 

「冬季無加温栽培技術」により 
北海道内で栽培された、 

葉菜類の愛称です。

「ゆきあま」は道総研の登録商標です。 
なお、本文中のⓇマークは省略しております。

20

15

10

5

0

糖度

カット
（生鮮・上部分）

2.5倍

夏（7月） 冬（12月）

※1 回答数36

甘くて、

おいしいのは？

冬�94%

夏 6%

 ⁃株の上部分（生鮮）の糖度  ⁃食味アンケート

下
部

︵
ペー
ス
ト
︶

上
部

︵
生
鮮
︶

ペースト はカルシウム・マンガン・ビタミンＡなどが多い。
生鮮 ではルテイン・GABAも多い。

94mg

8.3mg

3.2mg

0.61mg

165mg
41mg

0.2mg

0.83mg

1.9mg

3.1mg

4.4倍

ケ
ー
ル

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

カルシウム

マンガン

β-カロテン
（ビタミンA）

ルテイン

遊離γ
アミノ酪酸
（GABA）

3.8倍

30倍

3倍

4倍

※2 100gFWあたり

加
工
し
て
も
甘
み
十
分
！

＼
冷
凍
後
も
品
質
変
わ
ら
ず
！
／

 ⁃含まれる栄養素

ゆきあまケールの成分と食味
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Cross
Talk!

冬
の
農
家
の
安
定
収
入
に
も
貢
献
。

野
田
　
高
濱
さ
ん
が
担
当
に
な
り
、
冬
季
無
加
温
栽
培

と
い
う
、
全
く
新
し
い
研
究
が
始
ま
っ
た
は
ず
。

高
濱
　
道
南
地
域
に
は
『
寒
じ
め
ほ
う
れ
ん
草
』
な
ど
、

冬
季
栽
培
に
取
り
組
む
農
家
さ
ん
も
い
ま
し
た
が
、
や

は
り
少
数
派
。
農
家
さ
ん
の
安
定
収
入
の
面
で
も
重
要

な
研
究
に
な
る
と
考
え
、
冬
季
無
加
温
栽
培
の
研
究
に

取
り
組
ん
だ
わ
け
で
す
。

野
田
　
ほ
う
れ
ん
草
が
育
つ
な
ら
、ケ

ー
ル
で
も
…
と
考
え
た
わ
け
で
す
ね
。

と
は
い
え
、
ケ
ー
ル
の
イ
メ
ー
ジ
は

「
苦
そ
う
…
」

高
濱
　
採
用
し
た
の
は
ボ
ー
レ
コ
ー

ル
と
い
う
品
種
で
、
寒
さ
に
強
い
こ

と
が
実
証
済
み
で
し
た
。
た
だ
冬
に

栽
培
で
き
て
も
「
味
が
変
わ
ら
ず
」

で
は
、
評
価
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
と
も

思
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
を 

２
重
３
重
に
。

高
濱
　
冬
季
に
栽
培
し
て
み
る
と
、

糖
度
も
10
度
を
超
え
る
ほ
ど
の
甘
さ
。

回
り
の
反
応
も
、
異
口
同
音
に
「
え
？

こ
れ
が
ケ
ー

ル
？
」
で
し
た
。

野
田
　
以
前
か
ら
ほ
う
れ
ん
草
は
夏
場
よ
り
冬
が
甘
い
、

と
い
う
声
は
聞
こ
え
て
い
た
け
れ
ど
ケ
ー
ル
で
も
実
証

で
き
た
ん
で
す
ね
。
あ
と
忘
れ
ち
ゃ
い
け
な
い
の
が
、
ハ

ウ
ス
の
多
重
被
覆
の
技
術
。

高
濱
　
北（

※
）総

研
の
研
究
成
果
を
も
と
に
道
総
研
の
圃
場

に
外
張
り
２
重
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
建
て
た
り
、
周

辺
の
農
家
さ
ん
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
冬
仕
様
に
建
て

直
し
て
い
た
だ
い
た
り
。
デ
ー
タ
を
重
ね
て
い
く
と
、
定

植
は
９
月
中
旬
頃
が
ベ
ス
ト
。
さ
ら
に
一
定
の
温
度
帯

の
場
合
、
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
が
１
度
下
が
る
ご
と
に
糖

度
が
１
度
上
が
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

野
田
　
冷
え
る
ほ
ど
甘
く
な
る
…
す
ご
い
発
見
で
し
た

ね
。広

げ
て
い
き
た
い「
お
い
し
い
」の
声
。

野
田
　
そ
の
後
、
自
分
が
担
当
と
な
り
旭
川
の
農
家
さ

ん
と
本
格
的
な
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ

の
年
は
千
株
ほ
ど
収
穫
、
そ
れ
を
直
売
所
で
販
売
し
た

り
、
札
幌
の
飲
食
店
に
サ
ラ
ダ
食
材
と
し
て
仕
入
れ
て

い
た
だ
い
た
ん
で
す
。
評
判
も
上
々
で
し
た
。

高
濱
　
今
後
必
要
に
な
る
の
は
、
本
格
的
な
ニ
ー
ズ
の

掘
り
起
こ
し
。
そ
の
た
め
の
鍵
を
握
る
の
が
、「
ゆ
き
あ

ま
」
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
す
ね
。

野
田
　
ケ
ー
ル
に
限
ら
ず
、
北
海
道
の
冬
季
無
加
温
栽

培
で
つ
く
る
野
菜
は
甘
く
お
い
し
い
…
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
を
「
ゆ
き
あ
ま
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
に
託
し
、
農

家
さ
ん
や
消
費
者
に
効
率
よ
く
発
信
し
て
い
く
こ
と
。そ

こ
か
ら
需
要
（
消
費
）
と
供
給
（
栽
培
）
が
相
互
に
影

響
し
合
い
な
が
ら
、
高
ま
っ
て
い
く
の
が
理
想
で
す
。

高
濱
　
そ
れ
が
現
実
に
な
れ
ば
、
当
初
の
課
題
で
も
あ

る
冬
季
間
の
農
家
さ
ん
の
安
定
収
入
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

野
田
　
本
州
か
ら
冬
野
菜
が
届
か
な
い
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
「
物（

※
）流

の
２
０
２
４
年
問
題
」
に
も
貢
献
で
き
れ

ば
い
い
で
す
ね
。

（
※
）
北
総
研
　
北
方
建
築
総
合
研
究
所
、
道
総
研
の
研
究
機
関
の

一
つ
。（
※
）
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
　
労
働
時
間
の
短
縮
で
輸

送
能
力
が
不
足
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

◉野田 智昭 氏（右）
野菜の物流に貢献するＭＡフィル
ム等の評価研究に従事。現在上
川農業試験場にて研究主査。

◉高濱 雅幹 氏（左）
道総研にて2023年まで冬季無加
温栽培を研究。現在はベジョー・
ジャパン株式会社にてブリーダー
研究に取り組む。

研究者のクロス
トーク

ゆきあま
ブランドを

�
広めたい。

®
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レシピ監修�
フードスタイリスト
土上�明子さん

野菜ソムリエプロ・オリーブオイルソムリエとし
て、カラダ想いの家庭料理を提案。旅で出会
ったメニューを、北海道食材でアレンジするの
が得意。レシピ開発、撮影スタイリング、イベン
トやメディア出演など、フリーランスで活動中。

材料―1人分―
ゆきあまケール  2～3本（50ｇ）
ニンニク 1片
オリーブオイル  大さじ1
ブロックベーコン 40ｇ
玉ねぎ 30ｇ

☆スパゲティ（半分に折る） 100ｇ
☆赤唐辛子（乾燥） 1本
☆顆粒スープの素 小さじ1
☆水 300ｍｌ～
溶けるチーズ  20ｇ
塩・黒コショウ 適宜

❶ニンニクを包丁の背でつぶす。玉ねぎは薄切り、ベーコンは1ｃｍ幅、赤
唐辛子は種を取り輪切り、ケールの茎は2ｃｍに切り、葉はひと口サイズに
ちぎる。❷フライパンにオリーブオイル・ニンニクを入れ弱火にかけ、香り
が出たらケールを加え、中火で焼く。フライパンを半分空け、ベーコン・
玉ねぎも炒める。❸ベーコンから脂が出てきたら、②に☆を加え、フタを
して中火で8分ほど茹でる。❹③にチーズを加えてよく混ぜ、塩・コショウ
で味を整え、器に盛り、仕上げに、グリルしたケール
と粉チーズ（分量外）をトッピングする。
トッピングのケールは、オリーブオイル小さじ1をひい
たフライパンの上で、ヘラで押さえ中火で両面をグリ
ルします。ケールの焼きめがうまみのもと！

材料―1杯分―
ゆきあまケール（葉） 30ｇ
牛乳 150ｍｌ

りんご  120ｇ
オリーブオイル  小さじ1/2

❶ケールの葉を茎からはずし、適度な大きさにちぎる。りんごは皮をむき、
芯を取り、適度な大きさにカットする。❷ミキサーに、牛乳、ケールの葉
を入れてかくはんし、ケールの形がなくなったらりんごを加え、再びかく

はんする。❸グラスに注ぎ、オリーブオイルをまわしかける。
甘みが足りない場合はハチミツを、酸味が欲しい場合はレモ
ン果汁を足して、お好みの味に調整できます！

材料―2人分―
ゆきあまケール（葉） 40ｇ
フリルレタス 20ｇ
ごま油 大さじ1
りんご酢 小さじ1

塩昆布 7ｇ
おろしニンニク（チューブ） 小さじ1/2
長ネギ（白い部分） 8ｃｍ
焼きのり 1/2枚

❶ケール（葉）・レタスは洗って、水けを切り、それぞれひと口大にちぎる。
❷長ネギは縦に1本切り込みを入れ、芯をとりだす。使用する外側の葉
を半分の長さ（4ｃｍ）に切り、繊維に沿って千切りする。❸ボウルにごま油・
おろしニンニク・りんご酢・塩昆布を入れ、よく混ぜ合わせる。❹③にケ
ール、レタス、白髪ネギを加えて、混ぜる。❺ひと口大にちぎった焼きの
りを加え、器に盛りつける。

PointPoint

PointPoint

ケケーールルとりんごりんごのスムスムーージジーー

ケケーールルと焼きのり焼きのりのサラダサラダ

焼きケ焼きケーールルのチチーーズパスタズパスタ

ひと口食べれば、ケールのイメージがガラリと変わっ

ちゃうかも…。野菜ソムリエプロの土上さんがそんな

おいしいレシピをご披露！

Kale Recipes

おいしイメチェン！おいしイメチェン！

ゆきあま
®ケールののレシピ
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「
う
ま
味
」っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。

「
う
ま
味
」
と
は
、
甘
味
・
酸
味
・
塩
味
・
苦
味
の
よ

う
な
基
本
味
（
他
の
味
を
混
ぜ
て
も
つ
く
る
こ
と
の
で

き
な
い
、
独
立
し
た
味
）
の
一
つ
。
料
理
の
お
い
し
さ

に
深
く
関
わ
り
、
健
康
的
な
食
生
活
を
送
る
た
め
の
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
う
ま
味
」
物
質
の
代
表
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
の
が
、「
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
」「
イ
ノ
シ
ン
酸
」「
グ
ア
ニ

ル
酸
」
な
ど
。
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
は
、
タ
ン
パ
ク
質
を
構

成
す
る
20
種
類
の
『
ア
ミ
ノ
酸
』
の
一
つ
で
あ
り
、
イ

ノ
シ
ン
酸
、
グ
ア
ニ
ル
酸
は
『
核
酸
』
に
分
類
さ
れ
ま

す
。
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
は
コ
ン
ブ
や
チ
ー
ズ
、
ト
マ
ト
な

ど
の
野
菜
に
、
イ
ノ
シ
ン
酸
は
鰹
節
や
魚
、
肉
類
に
、
グ

ア
ニ
ル
酸
は
干
し
椎
茸
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
旨
味
」
と
「
う
ま
味
」
は
別
物
。
旨
味
は
「
う
ま

い
！
」
の
よ
う
な
感
覚
的
な
お
い
し
さ
を
表
す
一

方
、「
う
ま
味
」
は
、
科
学
的
な
視
点
か
ら
見
た
特

定
の
物
質
の
味
質
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

PointPoint

うま味王国
北海道

ドラマの幕開けです。
コンブや魚醤、乳加工品など、�
多彩な「うま味」が揃う北海道。�

けれどそこには「足りないもの」が…

干し椎茸

グルタミン酸を多く含む食品

グアニル酸を
多く含む食品

イノシン酸を
多く含む食品

緑茶 イワシ

白菜トマトパルメザン
チーズ

リシリ
コンブ

◉核酸系◉

◉アミノ酸系◉

サバ鰹節

煮干し
（片口イワシ）タイ

豚肉

 ⁃代表的な「うま味」物質

『日本うま味調味料協会』サイトより
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う
ま
味
は「
か
け
あ
わ
せ
」で 

さ
ら
に
お
い
し
く
な
る
。

う
ま
味
物
質
は
単
独
よ
り
組
み
合
わ
せ
て
使
う
と
、う

ま
味
が
飛
躍
的
に
強
く
な
る
（
う
ま
味
の
相
乗
効
果
）

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
和
食
の
世
界
で
は
、
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
の
多
い

「
コ
ン
ブ
」
と
、
イ
ノ
シ
ン
酸
の
多
い
「
鰹
節
」
か
ら

『
→
合
わ
せ
だ
し
』
を
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
や
中
国
料
理
で

は
、
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
の
多
い
「
野
菜
類
」
と
イ
ノ
シ
ン

酸
の
多
い
「
肉
類
」
か
ら
『
→
フ
ォ
ン
』『
→
湯タ

ン

』
な
ど
。

う
ま
味
の
相
乗
効
果
が
発
見
さ
れ
た
の
は
半
世
紀
以
上

も
前
で
す
が
、
実
は
そ
れ
よ
り
は
る
か
昔
か
ら
、
世
界

各
地
で
経
験
的
に
料
理
に
生
か
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

北
海
道
に
足
り
な
い
う
ま
味
、 

そ
の
鍵
を
握
る
の
は
…
。

食
の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
る
北
海
道
。
実
は
「
う
ま

味
素
材
」
が
豊
富
に
揃
う
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
コ
ン
ブ
。
国
内
生
産
の
７
割
以
上
を
北
海
道

産
が
占
め
て
お
り
、
リ
シ
リ
コ
ン
ブ
、
ラ
ウ
ス
コ
ン
ブ
、

マ
コ
ン
ブ
な
ど
、
そ
の
種
類
も
豊
富
で
す
。
ま
た
魚
醤

の
生
産
量
も
国
内
１
位
、
原
料
と
な
る
魚
介
類
の
種
類

の
多
さ
も
世
界
随
一
で
す
し
、
ト
マ
ト
や
白
菜
な
ど
の

北
海
道
産
野
菜
の
生
産
量
な
ど
も
他
地
域
に
引
け
を
取

り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
こ
こ
に
は
小
さ
な
課
題
が
。
そ
れ
は
北
海
道

の
う
ま
味
素
材
は
「
ア
ミ
ノ
酸
系
」
に
偏
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
。
コ
ン
ブ
に
魚
醤
に
乳
加
工
品
、
そ
れ
ら
は

す
べ
て
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
を
多
く
含
む
ア
ミ
ノ
酸
系
の
う

ま
味
で
す
。

そ
こ
で
、
は
た
と
ひ
ら
め
い
た
の
が
道
総
研
。「
北
海

道
産
の
核
酸
系
の
う
ま
味
素
材
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
ら
、『
１
０
０
％
北
海
道
産
の
う
ま
味
の
相
乗
効

果
』
が
完
成
す
る
の
で
は
…
」

夢
の
う
ま
味
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
の
格
好
の

素
材
と
し
て
目
を
つ
け
た
の
が
ブ
リ
で
し
た
。

北海道のうま味素材は
アミノ酸系�でも…核酸系

2 2 2

うま味素材の�
開発が必須！

魚
醤

核酸系（鰹節）は、�
道外から調達…

和 洋 中

日本料理 フランス料理 中国料理

◉

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
◉

◉

イ
ノ
シ
ン
酸
◉

セロリ・タマネギ・
ニンジン

コンブ 白菜・ネギ・
ショウガ

牛スネ肉など 鶏肉鰹節

合わせだし フォン 湯（タン）

 ⁃うま味の相乗効果

イノシン酸ナトリウムの配合比率

8

6

4

2

0 20 40 60 80 （％）

う
ま
味
の
強
さ

100

『渡辺誠「調味料［1］うま味調味料（1）」
食品と容器 2004 VOL.45 NO.6』より

＼アミノ酸・核酸の併用で／
飛躍的にうま味UP！

１対１前後の時にうま味が
7～８倍
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今
や
北
海
道
は
、全
国
有
数
の
ブ
リ
産
地
。

冬
に
向
け
て
漁
獲
さ
れ
る
食
用
魚
の
代
表
格
ブ
リ
。

成
長
の
過
程
で
名
前
が
変
わ
っ
て
い
く
「
出
世
魚
」
と

し
て
も
知
ら
れ
、
一
般
的
に
は
成
魚
を
「
ブ
リ
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

道
外
で
は
養
殖
も
盛
ん
で
、
季
節
に
合
わ
せ
て
産
地

を
変
え
、
脂
の
乗
り
が
良
い
ブ
リ
が
店
頭
に
並
ん
で
い

ま
す
。
か
つ
て
は
南
方
の
暖
流
系
で
漁
獲
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
海
水
温
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
２
０
０
０
年
頃

か
ら
北
海
道
で
も
ブ
リ
の
資
源
量
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

ブ
リ
と
聞
け
ば
、
照
り
焼
き
、
ブ
リ
大
根
な
ど
の
料

理
を
連
想
し
ま
す
が
、
実
は
道
内
で
の
消
費
は
今
ひ
と

つ
。
も
と
も
と
道
民
に
は
馴
染
み
が
薄
い
魚
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
現
在
そ
の
多
く
が
海
外
へ
と
輸
出
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

せ
っ
か
く
の
天
然
ブ
リ
。
こ
の
貴
重
な
資
源
を
道
内

で
活
用
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
課
題
に
、
道
総
研

の
「
北
海
道
産
の
核
酸
系
う
ま
味
探
し
」
と
い
う
構
想

を
照
ら
し
合
わ
せ
た
時
…
そ
の
先
に
見
え
て
き
た
の
が
、

「
ブ
リ
節
」
の
開
発
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

ブ
リ
を
節
の
視
点
で 

水
揚
げ
事
情
を
フ
カ
ボ
リ
。

そ
も
そ
も
北
海
道
で
ブ
リ
の
消
費
や
加
工
が
進
ま
な

い
の
は
、「
鮮
度
低
下
し
や
す
い
」「
専
用
加
工
設
備
が

な
い
」
に
加
え
、「
脂
質
が
少
な
い
小
型
ブ
リ
の
水
揚
げ

が
多
い
」
と
い
う
理
由
か
ら
。
な
る
ほ
ど
、
脂
の
乗
っ

て
い
な
い
ブ
リ
刺
に
は
箸
が
伸
び
ま
せ
ん
よ
ね
。

で
は
そ
ん
な
ブ
リ
は
何
に
適
し
て
い
る
の
か
。
そ
の

答
え
が
「
節
」。
実
は
日
本
料
理
に
欠
か
せ
な
い
鰹
節
に

お
い
て
も
「
脂
が
な
い
カ
ツ
オ
ほ
ど
良
い
原
料
」
と
い

う
の
が
定
説
。
脂
乗
り
が
少
な
く
、
身
が
締
ま
っ
て
い

る
ブ
リ
は
…
確
か
に
生
食
に
は
適
さ
な
い
け
れ
ど
…

「
節
」
の
素
材
と
し
て
は
超
が
つ
く
ほ
ど
最
適
な
の
で
す
。

加
え
て
近
年
、
鰹
節
の
需
要
は
安
定
し
て
い
る
も
の

の
、
肝
心
の
カ
ツ
オ
の
漁
獲
量
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
道
外
で
は
そ
の
代
替
魚
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ほ
ら
、
な
ん
だ
か
、
北
海
道
の
天
然
ブ
リ
に
、
追
い

風
を
感
じ
ま
せ
ん
か
？

ブ
リ
節
の「
う
ま
味
」は
本
当
に
う
ま
い
？

安
定
の
漁
獲
量
、
天
然
物
、
脂
が
少
な
い
な
ど
、「
節
」

の
条
件
を
満
た
し
続
け
て
い
る
道
産
ブ
リ
。
で
は
肝
心

ブリ節を科学 
なぜブリ節？�

なぜうまい？

函館港での 
ブリの水揚げ

してみよう。

 ⁃「
節
」の
製
造
法

何度か
繰り返す

 

 

⚫頭・内臓を除く

⚫煮熟（しゃじゅく）

⚫冷却乾燥

⚫燻乾（くんかん）

 

１
キ
ロ
当
た
り
の
単
価

20

15

10

5

0

500

400

300

200

100

0
'10 '12 '14 '16 '18 '20

漁獲量 単価

漁
獲
量

年次

︵
円
︶

︵
千
㌧
︶

 ⁃漁獲量と単価
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ブリが次々と水揚げされる、函館港。

の
「
う
ま
味
」
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
。

決
め
手
と
な
る
ア
ミ
ノ
酸
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
お
り
、

中
で
も
イ
ノ
シ
ン
酸
の
含
有
量
は
、
鰹
節
に
匹
敵
す
る

値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

味
の
質
は
、
口
に
入
れ
て
す
ぐ
に
感
じ
る
味
（
先
味
）

と
余
韻
と
し
て
感
じ
る
味
（
後
味
）
に
分
け
る
と
理
解

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
人
の
味
覚
に
よ
る
Ｔ（

※
）Ｄ
Ｓ
法
で

調
査
す
る
と
、
鰹
節
の
だ
し
の
う
ま
味
は
、
口
の
中
に

入
れ
て
す
ぐ
先
味
を
感
じ
、
連
続
し
て
後
味
も
感
じ
ま

す
が
、
長
く
続
き
ま
せ
ん
。
一
方
ブ
リ
節
は
「
先
味
と

酸
味
と
後
味
が
連
続
」
し
ま
す
が
、
後
味
の
後
に
「
濃

厚
感
が
30
秒
続
く
」
と
い
う
特
長
を
有
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
後
味
や
濃
厚
さ
が
強
す
ぎ
る
と
「
く
ど
さ
」

に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
ブ
リ
節
は
先
味
と
後
味
の
間
に

酸
味
と
い
う
ア
ク
セ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
酸
味
も

だ
し
を
お
い
し
く
さ
せ
る
重
要
な
要
素
。
つ
ま
り
「
濃

厚
な
の
に
し
つ
こ
く
な
い
」
が
ブ
リ
節
の
う
ま
味
の
正

体
な
の
で
す
。

（
※
）
Ｔ
Ｄ
Ｓ
法
　
味
覚
の
経
時
変
化
を
数
量
化
＋
見
え
る
化
し
、

「
お
い
し
い
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
紐
解
く
新
し
い
官
能
評
価
手
法
。

動き始めた�
道産ブリ節グルメ

まだまだ研究の余地を残すとはいえ、道
内ではブリ節の加工工場が操業、その
素材を使ったラーメンや土産品も発売
されています。もちろん評判は上々。
今後この取り組みにどんな広
がりがあるのか、期待が高
まっています。

後味濃厚感が、�
＼ブリ節の特長！／

 ⁃ブリ節・鰹節に含まれるイノシン酸の量

 ⁃ブリ節・鰹節のだしの官能評価（ＴＤＳ法）試験

／�鰹節と同等のうま味！�＼
9008007006005004003002001000 1000

ブリ節

鰹節

約760mg約760mg／100g／100g

約800mg約800mg／100g／100g

（無水物換算）

0 5 10 15 20 25 30 35 40

1

0.8

0.6

0.4

0.2

（秒）

鰹節

 うま味：先味
（すぐ感じる味）
 うま味：後味

（口中に残る味）

酸味
 濃厚感

（余韻）

凡　例

酸味

濃厚感

0 5 10 15 20 25 30 35 40

1

0.8

0.6

0.4

0.2

（秒）

ブリ節

飲み込んでからの経過時間

味
を
強
く
感
じ
た
人
の
比
率

点線以上が 
人の舌で認識できる範囲
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Cross
Talk!

獲
れ
す
ぎ
た
ブ
リ
を
ど
う
す
る
か
…
。

武
田
　
ブ
リ
が
戦
略
研
究
の
正
式
な
課
題
と
な
っ
た
の

は
２
０
１
８
年
で
す
ね
。

吉
川
　
た
だ
そ
れ
以
前
か
ら
食
加
研
や
水
産
試
験
場
で

は
、
ブ
リ
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
加
え
て
脂

の
な
い
魚
は
買
い
手
が
つ
き
に
く
い
と
い
う
浜
の
事
情

も
。
そ
ん
な
課
題
に
「
道
産
の
う
ま
味
研
究
」
と
い
う

別
の
観
点
が
加
わ
り
、
ブ
リ
節
の
研

究
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
わ
け
で

す
。

武
田
　
最
初
に
手
が
け
た
の
は
ブ
リ

の
保
存
法
。
節
の
製
造
に
至
る
ま
で
、

ど
ん
な
温
度
や
状
況
で
保
管
す
べ
き

か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

吉
川
　
同
時
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、

日
本
初
の
ブ
リ
節
製
造
マ
ニ
ュ
ア
ル

づ
く
り
。
乾
燥
さ
せ
る
と
割
れ
て
し

ま
う
な
ど
苦
労
の
連
続
で
し
た
ね
。

課
題
と
な
っ
た 

う
ま
味
の
見
え
る
化
。

吉
川
　
令
和
２
年
の
戦
略
研
究
の
テ

ー
マ
は
、
道
産
ブ
リ
節
市
場
の
優
位

性
の
探
求
…
つ
ま
り
、
道
産
ブ
リ
節
の
「
ら
し
さ
」
探

し
で
す
。

武
田
　
は
い
。
自
ず
と
研
究
内
容
は
「
う
ま
味
」
の
分

析
に
絞
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
た
だ
こ
の
「
う
ま
味
」

の
表
現
が
難
し
か
っ
た
。
そ
ん
な
時
に
目
に
し
た
の
が

あ
る
ビ
ー
ル
の
Ｃ
Ｍ
。
飲
み
ご
た
え
と
同
時
に
感
じ
る

ス
ッ
キ
リ
感
を
「
感
覚
の
強
弱
」
と
「
時
間
軸
」
で
表

し
て
い
た
ん
で
す
。
こ
れ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
う
ま
味

を
い
く
つ
か
の
構
成
要
素
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
感
じ

る
強
弱
と
時
間
の
長
短
で
表
現
す
れ
ば
、
多
く
の
方
に

伝
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
。

吉
川
　
ま
さ
に
う
ま
味
の
見
え
る
化
で
す
ね
。

武
田
　
う
ま
味
を
構
成
す
る
の
は
「
先
味
」「
後
味
」

「
濃
厚
感
」
な
ど
。
こ
れ
を
提
示
し
な
が
ら
、
官
能
試
験

経
験
者
を
対
象
に
鰹
節
と
ブ
リ
節
の
だ
し
を
試
飲
し
て

い
た
だ
き
、
そ
れ
を
グ
ラ
フ
化
し
た
ん
で
す
。

吉
川
　
こ
の
グ
ラ
フ
の
お
か
げ
で
道
産
ブ
リ
節
を
水
産

加
工
会
社
、
食
品
メ
ー
カ
ー
、
飲
食
店
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
の
も
非
常
に
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。

次
の「
魚
資
源
」に
も
注
目
し
た
い
。

武
田
　
ブ
リ
物
語
は
ま
だ
序
章
。
道
産
の
ブ
リ
節
が
誕

生
し
て
ま
だ
日
が
浅
い
こ
と
も
あ
り
、
現
在
道
内
の
ブ

リ
節
加
工
企
業
も
１
社
の
み
で
す
。

吉
川
　
し
か
し
函
館
や
東
京
の
ブ
リ
節
ラ
ー
メ
ン
店
か

ら
の
需
要
が
増
加
し
、
全
国
の
食
品
企
業
や
調
味
料
メ

ー
カ
ー
か
ら
の
引
き
合
い
も
右
肩
上
が
り
。
こ
の
追
い

風
に
応
え
る
べ
く
、
ま
ず
は
加
工
企
業
を
増
や
し
た
い

で
す
ね
。
研
究
者
と
し
て
は
、
製
造
工
程
の
効
率
化
に

も
関
心
が
あ
り
ま
す
。

武
田
　
素
材
を
使
い
切
る
こ
と
に
も
注
力
し
た
い
で
す

よ
ね
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
は
食
の
未
来
を
示
唆
す
る

大
切
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

吉
川
　
ブ
リ
醤
油
の
開
発
、
残
渣
の
肥
料
化
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
に
胸
を
張
れ
る
取
り
組
み
な
ら
、
こ
の
先
も

必
ず
引
き
継
が
れ
て
い
く
は
ず
で
す
か
ら
。

武
田
　
北
海
道
の
浜
に
は
、
ま
だ
ま
だ
「
未
利
用
の
魚
」

「
捨
て
ら
れ
る
海
産
物
」
が
た
く
さ
ん
水
揚
げ
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
も
注
目
し
、
第
２
の
ブ
リ
物
語
を
綴
っ

て
み
た
い
で
す
ね
。

◉吉川 修司 氏（右）
発酵や水産加工技術の開発に従
事。現在、食品加工研究センター
の食品開発部長。

◉武田 浩郁 氏（左）
魚肉タンパク質の高度利用技術
開発に従事。現在、釧路水産試
験場の加工利用部長。

研究者のクロス
トーク

ブリ節の

うま味
エピソード!?
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発見！

味の持続時間

0 10 20 30 40 50

0 10 20 30 40 50

0 10 20 30 40 50

1
0.8
0.6
0.4
0.2
0

点線の値を超えると統計上差がある

味
を
強
く
感
じ
た
人
の
比
率

通常
スープ

ブリ
エキス
スープ ＋

ブリ節粉
味変

 うま味：先味
（すぐ感じる味）
 うま味：後味

（口中に残る味）

酸味
 濃厚感

（余韻）

凡　例

（秒）（秒）

（秒）
コクがUP！ コクが持続！ブリ

エキス
スープ

1
0.8
0.6
0.4
0.2

0

1
0.8
0.6
0.4
0.2

0

「ブリ節スープ」うまさの科学「ブリ節スープ」うまさの科学
通常のラーメンスープと、ブリ塩ラーメン、そして 

「ブリ節粉」を入れた後の味の変化を調査したのが次のグラフ。 
皆さんが口を揃えた「深み」「うま味」は、 

科学的にも立証されているんです！

想像した臭みもなく

「うま味」が�
効いている！
 （しょうごさん）

「追い麺」�
「追い飯」�
したい！

（コーキさん）

普段は煮干し系の 
えぐみが苦手だけど…
やさしい味で�
食べやすい！

（けーすけさん）

そのままでも十分おいしいけど

「ブリ節粉」で�
特別感が�
グッと増す！

（リナさん）

「ブリ節粉」を少しずつ加えて
変化を楽しめるのが�
面白い。（おかださん）

ふくよかな味が�
広がる一杯！
お茶漬けにしても 
絶対ウマい。

（キョーちゃんさん）

魚介系ラーメンは 
正直苦手。だけど、
クセがなくて�
最後まで�
食べられる！

（大ちゃんさん）

有名店と�
遜色ないおいしさ！
だと思います！

（ふくちゃんさん）

ブ
リ
の
エ
キ
ス
を
た
っ
ぷ
り
加

え
た
ス
ー
プ
と
、「
ブ
リ
節
粉
」

で〝
味
変
〞も
楽
し
め
る「
函
館

ブ
リ
塩
ラ
ー
メ
ン
」。
新
た
な

函
館
名
物
と
し
て
注
目
さ
れ

る
ラ
ー
メ
ン
が
ど
ん
な
味
な
の

か
、ラ
ー
メ
ン
好
き
を
自
称
す

る
皆
さ
ん
に
食
レ
ポ
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
！

新・函
館
名
物「
函
館
ブ
リ
塩
ラ
ー
メ
ン
」実
食
レ
ポ
ー
ト
！

ブ
リ
節
ラ
ー
メン 

お
味
はい
か
が
？

ズバリ！
※
札
幌
市
中
央
区
に
勤
務
の
男
女
12
名（
20
〜
30
代
）対
象
。

「ブリ」からにじみ出る
意外な深みに�
ビックリ！（ソーヘイさん）

「ブリ節」が意外にもガツン！
パンチの効いた味に�
元気をもらえそう。

（カズヤさん）

カニやエビとも 
相性が良さそう！
観光客にも�
ウケるかも？

（王さん）

濃い味が苦手な人でも 
食べられる
さっぱり感が�
イイ感じ！

（まゆっぺさん）
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魚のおいしさ評価を 魚のおいしさ評価を 
簡単な手法で。簡単な手法で。
魚のおいしさは「新鮮さ」だけではなく、保存中の「う
ま味成分の増加（熟成）」も関与しています。現在、道
産水産物のおいしさを簡単に評価する手法について
研究しています。

ヤナギは北海道の河畔で主要な樹種の一つです。
シイタケやマイタケなどの栽培に新たにヤナギ
を活用して、おいしさや収量を向上させる研究
に取り組んでいます。

ヤナギの活用で ヤナギの活用で 
きのこのおいしさ＆収量アップ！きのこのおいしさ＆収量アップ！

道産ワインをもっとおいしく。道産ワインをもっとおいしく。
北海道は日本有数のワイン産地です。道産ワインの
香りや味に関わる成分を分析し、道産ワインの品質
向上を目指す研究に取り組んでいます。

林産試験場
北村 啓さん

食品加工研究センター
徳田 瑞貴さん

釧路水産試験場
藤盛 萌夏さん

こんな�
研究も�
道総研。

ニッチもいる。エンノシタもいる。
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養殖の海藻から 養殖の海藻から 
道産寒天をつくる研究。道産寒天をつくる研究。
北海道で陸上養殖した海藻を使った高品質な道
産寒天の開発を目指して、その製造方法や品質に
ついて研究しています。

畑作物の 畑作物の 
品種選定と特性検定。品種選定と特性検定。
育成場が開発した畑作物（大豆、小麦、小豆など）の
系統について、上川地方での適応性を調査していま
す。農家さんがつくりやすく、食べておいしい畑作物
の開発に貢献したいです。

私たちが発見したオリジナルの乳酸菌を活
用した、うま味の強い北海道ブランドチーズ
の開発と普及に取り組んでいます。

北海道オリジナルの乳酸菌で北海道オリジナルの乳酸菌で
おいしいチーズをつくりたい。おいしいチーズをつくりたい。

ゲノムや遺伝子情報の ゲノムや遺伝子情報の 
利用で新品種を効率良く。利用で新品種を効率良く。
ゲノムや遺伝子の情報を上手に活用して、作物の収
量、病虫害や環境ストレスへの耐性、食品機能を高
める研究を行っています。

食品加工研究センター
八十川 大輔さん

中央農業試験場
細川 優介さん

網走水産試験場
小口 美佳子さん

工業試験場
藤沢 怜央さん

農産品の不良をＡＩで自動判別。農産品の不良をＡＩで自動判別。
北海道ではさまざまな農産物が栽培さ
れています。農産物の中に紛れ込んで
しまう病気などの不良を、微妙な色や
形状の違いからＡＩが瞬時に判別する
研究をしています。

上川農業試験場
高橋 春南さん
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菌
床
栽
培
で
出
荷
さ
れ
る 

道
産
シ
イ
タ
ケ
。

北
海
道
の
「
シ
イ
タ
ケ
」
の
生

産
量
は
、
全
国
第
３
位
。
か
つ
て

は
原
木
で
の
栽
培
が
主
流
で
し
た
が
、
現
在
は

生
産
効
率
が
良
く
、
一
年
中
ハ
ウ
ス
で
収
穫
で
き
る
菌

床
栽
培
が
定
着
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
現
場
に
案
内
し
て
く
れ
た

の
は
、
下
川
町
特
用
林
産
物
栽
培
研
究
所
の
平
野
優
憲

さ
ん
。
こ
の
栽
培
施
設
で
は
、
年
間
１
０
０
ト
ン
も
の

シ
イ
タ
ケ
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

「
北
海
道
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
に
加
え
、
質
の
高
さ
も
評

価
さ
れ
、
道
産
シ
イ
タ
ケ
の
引
き
合
い
は
右
肩
上
が
り
。

現
場
で
も
フ
ル
稼
働
が
続
い
て
い
ま
す
」

栽
培
や
収
穫
に
取
り
組
む
の
は
、
ご
近
所
の
主
婦
や

若
者
な
ど
18
名
の
ス
タ

ッ
フ
。
こ
こ
の
大
切
な

財
産
な
ん
で
す
と
平
野

さ
ん
は
言
い
ま
す
。

手
作
業
の
省
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

シ
イ
タ
ケ
の

収
穫
や
選
別
を�

効
率
的
に
。

Topic❶

原料生産の現場は、人手不足や高齢化が急速に進み、 
将来的に北海道産原料の安定供給が困難になることが懸念されています。 

こうした課題に「省力化」というキーワードで、 
取り組もうとしているのが道総研。 

特に人手を要する「収穫」や「選別」に着目し、 
低コスト・精度の高さ・使いやすさを重視した 

道具や技術の開発に取り組んでいます。

現場の「ツライ」を
、なんとかした

い！

アイデアと技術で生産現場を応援！

の

プロジェクト

菌
床
と
は
、ミ
ズ
ナ
ラ
や
シ
ラ
カ
ン

バ
の
お
が
く
ず
に
栄
養
体
を
加
え

固
め
た
も
の
。
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ひ
た
す
ら
カ
ッ
ト
の
芽
か
き
と
収
穫
作
業
。

収
穫
物
の
中
で
も
軽
い
部
類
に
入
る
シ
イ
タ
ケ
。
作

業
も
そ
れ
ほ
ど
苦
に
な
ら
な
い
の
で
は
…
と
思
い
き
や

現
実
は
正
反
対
な
の
だ
そ
う
。

「
シ
イ
タ
ケ
は
、
多
彩
な
工
程
を
経
て
栽
培
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
人
手
を
要
す
る
の
が
、『
芽
か
き
』『
収
穫
』

と
『
選
別
・
仕
分
け
』
の
工
程
。
機
械
化
が
難
し
く
、
昔

な
が
ら
の
手
作
業
で
す
」

ま
ず
「
芽
か
き
」
と
は
、
菌
床
に
密
集
し
た
小
さ
な

シ
イ
タ
ケ
を
間
引
く
作
業
の
こ
と
。
シ
イ
タ
ケ
が
順
調

に
成
長
し
た
数
日
後
に
は
、「
収
穫
」
の
作
業
も
待
ち
受

け
て
い
ま
す
。

「
芽
か
き
も
収
穫
も
片
手
で
重
い
菌
床
を
持
ち
、
そ
れ

を
回
転
さ
せ
な
が
ら
シ
イ
タ
ケ
の
柄
を
カ
ッ
ト
し
続
け

る
手
首
、
指
に
負
担
の
か
か
る
作
業
。
ス
タ
ッ
フ
は
朝

か
ら
ハ
ウ
ス
に
篭
も
り
、
長
時
間
こ
の
作
業
に
取
り
組

み
ま
す
。
ハ
ウ
ス
内
は
温
度
湿
度
共
に
高
く
、
体
へ
の

負
担
も
相
当
な
も
の
な
ん
で
す
」

ベ
テ
ラ
ン
が
担
う 

選
別
や
仕
分
け
。

一
方
「
選
別
・
仕
分
け
」
は
、
収
穫
さ
れ
た
大
量
の

シ
イ
タ
ケ
を
一
つ
ひ
と
つ
手
に
取
り
、『
か
さ
の
開
き
具

合
』『
か
さ
の
大
き
さ
』『
変
型
や
傷
』
な
ど
を
目
視
で

判
断
し
て
、
等
級
ご
と
に
仕
分
け
し
、
決
め
ら
れ
た
重

さ
に
配
慮
し
な
が
ら
パ
ッ
ク
の
中
に
並
べ
て
い
く
と
い

う
作
業
。
こ
の
研
究
所
で
は
パ
ッ
ク
に
詰
め
る
際
、
シ

イ
タ
ケ
の
柄
を
交
互
に
ク
ロ
ス
さ
せ
る
と
い
う
、
見
映

え
に
も
配
慮
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

「
こ
ち
ら
の
作
業
は
、経
験
則
に
よ
る
正
確
な
判
断
、さ

ら
に
瞬
間
的
な
仕
分
け
と
い
う
速
や
か
さ
が
重
要
。
自

ず
と
ベ
テ
ラ
ン
の
方
に
お
任
せ
す
る
こ
と
が
多
く
、
次

の
担
い
手
を
育
て
る
の
に
も
時
間
を
要
す
る
の
が
悩
み

の
種
で
す
」

手
首
、
指
に
負
担
の
か
か
る
「
芽
か
き
・
収
穫
」、
経

験
が
不
可
欠
な
「
選
別
・
仕
分
け
」。
こ
の
工
程
を
ド
ラ

ス
テ
ィ
ッ
ク
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
、
省
力
化
や
効
率

化
の
鍵
に
な
り
そ
う
な
…
。

◉シイタケ栽培の工程◉

菌床仕込み
⬇
殺菌・冷却
⬇
接種（シイタケ菌）
⬇
培養
⬇
発生
⬇
◉芽かき
⬇
収穫
⬇
◉選別・仕分け
⬇
パック詰め・出荷

アイデアと技術で生産現場を応援！

の

プロジェクト

下川町特用林産物栽培研究所 所長 平野優憲さん。発生を促すため浸水して重さが増した菌床をハウス内に並
べていくのもなかなかの重労働。スタッフも汗びっしょり…。

シイタケ選別の様子。
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「
培
地
の
上
面
で
収
穫
が
行
わ
れ
る
た
め
、
菌
床
の
並

べ
方
も
現
状
と
は
変
わ
り
ま
す
し
、
水
の
管
理
も
細
か

な
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
こ
か
ら

は
技
術
の
詳
細
を
詰
め
て
い
く
作
業
に
な
る
と
思
い
ま

す
。た
だ
人
材
不
足
の
影
響
は
も
う
出
始
め
て
い
る
。
早

急
な
対
応
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

そ
の
一
方
、
チ
ー
ム
で
は
こ
ん
な
プ
ラ
ン
も
。

「
上
面
栽
培
の
シ
イ
タ
ケ
は
、
円
柱
型
と
違
い
す
べ
て

上
向
き
に
生
え
て
い
ま
す
。
ト
レ
ー
に
沿
っ
て
稼
働
す

る
よ
う
な
専
用
の
機
械
を
開
発
す
れ
ば
、
シ
イ
タ
ケ
の

完
全
自
動
収
穫
も
夢
じ
ゃ
な
い
か
も
…
」

お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
そ
ん
な
未
来
が
身
近
に
迫

っ
て
き
て
い
る
感
覚
に
な
る
か
ら
不
思
議
で
す
。

菌
床
の
カ
タ
チ
を
変
え
る
と 

収
穫
の
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
る
。

こ
こ
で
登
場
す
る
の
は
道
総
研
の
林
産
試
験
場
、
シ

イ
タ
ケ
作
業
省
力
化
チ
ー
ム
の
面
々
。
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
る
原
田
部
長
は
、
ま
ず
は
芽
か
き
・
収
穫
作
業
に
メ

ス
を
入
れ
た
と
話
し
ま
す
。

「
芽
か
き
・
収
穫
が
重
労
働
に
な
る
原
因
は
、
菌
床
の

形
状
に
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
シ
イ
タ
ケ
は
あ
の
円
柱

型
ブ
ロ
ッ
ク
の
表
面
に
、び
っ
し
り
生
え
て
き
ま
す
。
そ

れ
を
片
手
で
回
転
さ
せ
な
が
ら
切
る
か
ら
負
担
が
大
き

く
な
る
。
な
ら
ば
菌
床
を
直
方
体
に
変
え
て
、
そ
の
上

面
限
定
で
発
生
さ
せ
る
発
想
は
ど
う
だ
ろ
う
と
」

な
る
ほ
ど
、
菌
床
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ト
レ
ー
な
ど
で

囲
ん
で
固
定
し
、
上
の
面
だ
け
に
散
水
や
注
水
を
し
た

り
し
て
、
環
境
を
整
え
て
あ
げ
れ
ば
、
上
向
き
に
成
長

す
る
シ
イ
タ
ケ
が
生
え
そ
ろ
い
ま
す
。
ハ
サ
ミ
で
カ
ッ

ト
す
る
際
、
菌
床
を
持
ち
上
げ
た
り
回
し
た
り
と
い
う

工
程
も
省
か
れ
る
で
し
ょ
う
。

「
さ
っ
そ
く
直
方
体
の
菌
床

と
ト
レ
ー
を
用
意
し
、
ハ
ウ

ス
と
同
じ
環
境
で
試
験
栽
培

を
開
始
し
ま
し
た
」

省
力
化
と
品
質
の
向
上
と
い
う 

Ｗ
メ
リ
ッ
ト
。

上
面
栽
培
の
試
験
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、
カ
ッ
ト
の

省
力
化
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
例
え
ば
き
の
こ
の
芽
数
（
形
成
数
）
が
少
な
く
な
り
、

収
穫
す
る
き
の
こ
の
数
も
少
な
く
な
る
こ
と
で
短
時
間

作
業
に
な
っ
た
り
。
菌
床
の
栄
養
分
は
成
長
す
る
少
な

い
個
体
に
吸
収
さ
れ
る
た
め
、
大
粒
で
肉
厚
な
シ
イ
タ

ケ
が
育
つ
の
で
す
」

芽
数
が
少
な
く
な
る
と
収
穫
量
が
減
る
の
で
は
…
と

い
う
懸
念
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
菌
床
へ
の
散
水
や
注
水

の
仕
方
に
配
慮
す
れ
ば
、
シ
イ
タ
ケ
の
重
量
は
円
柱
型

の
１
・
６
倍
ほ
ど
重
く
な
る
」
こ
と
が
判
明
。
上
面
栽

培
は
、
収
穫
個
数
の
減
少
に
よ
る
作
業
の
省
力
化
だ
け

で
は
な
く
、
個
体
の
重
量
増
加
や
品
質
の
向
上
に
も
寄

与
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
す
。

シ
イ
タ
ケ
生
産
現
場
への 

早
急
な
導
入
を
目
指
し
て
。

メ
リ
ッ
ト
が
多
い
と
は
い
え
、
ま
だ
改
良
の
余
地
が

あ
る
上
面
栽
培
。

芽
か
き・収
穫
の
省
力
化
ア
イ
デ
ア

上
面
栽
培

Idea!

700

600

500

400

300

200

100

0

45

40

35

30

25

20

15

10

ｇ
／
個

円柱型菌床
栽培

上面栽培
（トレー）

発
生
収
量

個
体
重

ｇ
／
１
㎏
培
地

 ⁃発生収量と個体重の比較

／収量はほぼ同じ。＼�
個体重が増加！

大きめのシイタケが垂直方向に成長していく上面栽培。  
収穫もハサミ片手の軽作業で済みそう。

林
産
試
験
場 

原
田 

陽（
あ
き
ら
）企

業
支
援
部
長
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ベ
テ
ラ
ン
の
経
験
則
を 

Ａ
Ｉ
が
習
得
。

選
別
・
仕
分
け
作
業
に
つ

い
て
話
し
て
く
れ
た
の
は
、同

チ
ー
ム
の
橋
本
専
門
研
究
員
。

経
験
者
に
負
荷
が
か
か
り
や

す
い
「
目
視
で
瞬
時
に
シ
イ

タ
ケ
の
等
級
や
規
格
外
（
変

形
、
傷
な
ど
）
を
判
断
し
、
即
座
に
仕
分
け
る
」
と
い

う
難
解
な
作
業
の
省
力
化
を
担
当
し
ま
し
た
。

「
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
が
一
つ
の
個
体
の
『
選
別
・
仕
分

け
』
に
要
す
る
時
間
は
、
わ
ず
か
１
秒
。
こ
の
ス
ピ
ー

ド
と
正
確
さ
を
完
璧
に
備
え
た
最
先
端
ロ
ボ
ッ
ト
を
つ

く
る
…
…
の
は
無
理
で
も
、
そ
の
熟
練
の
技
に
近
づ
く

こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
」

取
り
組
ん
だ
の
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
等
級
判
別
技
術
の

開
発
。
人
工
知
能
を
活
用
し
、
数
秒
で
シ
イ
タ
ケ
の
等

級
や
サ
イ
ズ
な
ど
を
確
認
し
、
仕
分
け
ま
で
自
動
対
応

し
て
く
れ
る
装
置
の
製
作
で
す
。

「
重
要
だ
っ
た
の
は
、
Ａ
Ｉ
に
自
ら
判
別
で
き
る
知
能

を
持
た
せ
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
何
千
個
も
の
シ
イ
タ

ケ
の
画
像
や
、
そ
れ
に
対
す
る
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
の
判

断
を
バ
ッ
ク
デ
ー
タ
と
し
て
蓄
積
し
ま
し
た
」

選
別・仕
分
け
の
省
力
化
ア
イ
デ
ア

Ａ
Ｉ
に
よ
る
選
別

小
規
模
な
生
産
現
場
で
は
即
戦
力
に
も
。

カ
メ
ラ
が
コ
ン
ベ
ア
に
乗
せ
ら
れ
た
シ
イ
タ
ケ
を
撮

影
。
そ
の
画
像
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
が
分
析
し
、
等
級
や
変

形
、
サ
イ
ズ
を
判
別
。
す
ぐ
さ
ま
装
置
が
指
定
さ
れ
た

条
件
で
、
個
体
を
仕
分
け
て
い
く
と
い
う
の
が
、
Ａ
Ｉ

に
よ
る
等
級
判
別
技
術
の
し
く
み
で
す
。
仕
分
け
は「
等

級
Ａ
、
等
級
Ｂ
、
変
形
」「
サ
イ
ズ
Ｌ
、
サ
イ
ズ
Ｍ
、
規

格
外
（
他
の
サ
イ
ズ
）」
な
ど
多
彩
な
指
定
が
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
仕
分
け
先
の
増
設
も
可
能
だ
と
か
。

「
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
の
域
に
は
及
び
ま
せ
ん
が
、
仕
分

け
作
業
の
前
段
階
、あ
る
い
は
一
部
を
任
せ
る
な
ど
、小

規
模
な
生
産
現
場
な
ら
即
戦
力
と
し
て
利
用
で
き
る
は

ず
。
今
後
は
さ
ら
な
る
改
良
と
普
及
に
努
め
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
」

ＡＩ選別機�
のしくみ

Idea!

規格外

BA

撮影画像を
AIで判別

等級ごとに
選別

カメラ

解析用PC

／等級判別・規格外判別＼�
などが、可能！

林産試験場  
橋本 裕之  
専門研究員

⇧「ＡＩを研究すると改めて人間
のスゴさが分かります」とシイタケ
作業省力化チームの面々。  
⇦AI選別機。
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女
性
や
高
齢
者
に
と
っ
て 

ヘ
タ
の
カ
ッ
ト
は
重
労
働
。

米
や
麦
な
ど
、
機
械
収
穫
が
定
着
し
た
作
物
が
あ
る

一
方
、大
型
の
ウ
リ
科
野
菜
の
収
穫
は
未
だ
手
作
業
。中

で
も
カ
ボ
チ
ャ
は
特
に
重
い
野
菜
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

収
穫
時
の
負
担
も
相
ま
っ
て
道
内
で
も
減
産
傾
向
が
進

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
課
題
、
道
総
研
が
見
過
ご
す
は
ず

は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
い
き
な
り
収
穫
の
機
械
化
は
難
し
い
け
れ
ど
、
収
穫

作
業
を
楽
に
す
る
お
手
伝
い
な
ら
で
き
る
か
も
…
こ
の

発
想
が
発
端
で
し
た
」
一
風
変
わ
っ
た
ハ
サ
ミ
を
手
に

し
な
が
ら
話
す
の
は
、
浦
池
隆
文
さ
ん
。
工
業
試
験
場

勤
務
の
技
術
者
で
す
。

「
ま
ず
は
生
産
者
に
聞

き
取
り
を
す
る
こ
と
に
。

案
の
定
、
収
穫
作
業
が

大
変
と
い
う
声
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
が
、
よ
く

よ
く
聞
く
と
『
運
搬
よ

り
太
く
て
硬
い
ヘ
タ
を

ハ
サ
ミ
で
切
る
の
が
ツ

ラ
イ
』
と
い
う
実
情
が
分
か
っ
て
き
た
ん
で
す
」

カ
ボ
チ
ャ
は
ツ
ル
や
ヘ
タ
を
取
り
除
い
て
出
荷
さ
れ

る
の
が
一
般
的
。
そ
の
作
業
は
農
家
の
ほ
か
、
現
地
の

パ
ー
ト
の
方
々
が
担
当
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
多
く
は

主
婦
や
高
齢
者
。

「
私
も
体
験
し
ま
し
た
が
、
既
存
の
ハ
サ
ミ
だ
と
か
な

り
の
握
力
が
必
要
。
野
外
で
こ
の
作
業
を
続
け
る
の
は

男
性
で
も
し
ん
ど
い
。
で
は
道
総
研
は
、
何
を
改
良
す

べ
き
か
と
考
え
…
」
浦
池
さ
ん
の
右
手
で
、
ハ
サ
ミ
が

カ
チ
カ
チ
と
音
を
立
て
ま
し
た
。

試
行
錯
誤
と
改
良
を
重
ね 

誕
生
し
た「
道
総
研
版
ハ
サ
ミ
」。

現
在
、
収
穫
の
際
カ
ボ
チ
ャ
農
家
の
多
く
は
、
昔
な

が
ら
の
専
用
ハ
サ
ミ
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

「
ヘ
タ
の
凹
み
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
よ
う
、
刃
が
円
形
に

な
っ
た
タ
イ
プ
。
非
常
に
実
用
的
で
す
が
相
応
の
握
力

が
必
要
で
、
切
れ
味
が
鈍
れ
ば
そ
の
傾
向
は
さ
ら
に
強

ま
る
も
の
で
す
」

浦
池
さ
ん
は
ま
ず
建
築
用
の
既
製
の
ハ
サ
ミ
を
用
意
。

そ
れ
を
生
産
者
に
使
っ
て
い
た
だ
き
、
使
い
勝
手
を
聞

き
な
が
ら
改
良
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
刃
は
薄
い
ほ
う
が
い
い
、
グ
リ
ッ
プ
は
握
り
や
す
く

…
な
ど
、
小
さ
な
要
望
や
改
良
点
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
そ
れ
ら
を
集
約
し
た
設
計
図
を
作
成
、３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
の
造
形
な
ど
を
経
て
『
道
総
研
版
カ

ボ
チ
ャ
収
穫
ハ
サ
ミ
』
の
第
１
号
が
完
成
し
た
ん
で
す
」

道
総
研
版
に
は
替
刃
式
や
緩
や
か
な
カ
ー
ブ
状
の
収

納
な
ど
、
生
産
者
の
思
い
に
応
え
る
工
夫
や
ア
イ
デ
ア

が
随
所
に
。
女
性
で
も
苦
に
な
ら
な
い
軽
さ
、
握
り
や

す
さ
に
加
え
安
全
性
に
も
配
慮
さ
れ
ま
し
た
。

「
こ
れ
な
ら
、
カ
ッ
ト
が
ず
い
ぶ
ん
楽
に
な
る
ね
…
農

家
さ
ん
の
そ
ん
な
つ
ぶ
や
き
が
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
。

苦
労
が
報
わ
れ
た
瞬
間
で
す
」

手
作
業
の
省
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

重
〜
い
カ
ボ
チ
ャ
の
、

あ
の
ヘ
タ
を
軽
〜
く
カ
ッ
ト
！

Topic❷

さまざまな素材や形状を試しながら、
ハサミの改良を重ねていきました。

工業試験場 産業システム部 
機械システムグループ  
浦池 隆文さん
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❶

❷

❸

❹ ❺
グリップ改良

従来のカボチャ専用ハサミ

明
日
の
カ
ボ
チ
ャ
収
穫
の
定
番
ツ
ー
ル
に
。

現
在
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
段
階
。
製
作
の
場
を

機
械
メ
ー
カ
ー
に
移
し
『
道
総
研
版
カ
ボ
チ
ャ
収
穫
ハ

サ
ミ
』
の
実
用
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
先
日
、
試
作
品
で
行
っ
た
生
産
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、

軽
く
切
れ
る
、
疲
れ
な
い
、
安
全
性
に
優
れ
て
い
る
…

な
ど
の
う
れ
し
い
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
専
門
的
に

な
り
ま
す
が
、
生
体
情
報
計
測
で
も
『
腕
の
屈
筋
、
伸

筋
へ
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
』
こ
と
も
実
証
さ
れ
た
ん

で
す
。
こ
う
し
て
作
業
が
楽
に
な
る
分
、
労
働
時
間
も

短
縮
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

カ
ボ
チ
ャ
収
穫
の
救
世
主
と
な
り
そ
う
な
道
総
研
の

収
穫
ハ
サ
ミ
。
今
後
各
方
面
か
ら
の
Ｇ
Ｏ
サ
イ
ン
を
い

た
だ
き
メ
ー
カ
ー
の
生
産
体
制
が
整
え
ば
、
ま
も
な
く

量
産
体
制
に
入
る
と
か
。
浦
池
さ
ん
は
期
待
に
目
を
輝

か
せ
な
が
ら
「
来
年
の
今
ご
ろ
は
新
作
ハ
サ
ミ
の
宣
伝

マ
ン
と
し
て
、
Ｐ
Ｒ
活
動
に
勤
し
ん
で
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
（
笑
）」

A

D

B

握りやすい！�

カットがラク！�

安全にも配慮！

共同研究�
ハサミ 試作品

建築用の既製品ハサミ

かなりの握力が必要…

共同研究ハサミ
2号

道総研版ハサミ
１号

 ⁃道総研ハサミの評価（５段階）

C

浅香工業株式会社 
北海道支店
江別市工栄町20番地の1 
TEL 011-383-3136

道総研の研究成果をもとに、細部を
ブラッシュアップしている段階です。性
別や年齢、経験に応じて微妙に異な
る「使いやすさ」への配慮が課題。
令和７年の収穫に間に合うよう、社
を挙げて取り組んでいます！

Mini Interview

江別市『浅香工業株式会社』 
商品部企画開発課 森 雅宏さん

＼どれも大幅UP！！／

使いやすさ 軽く切れるか 安全性

4.8 4.8 4.7

実用化へ…
❻

🅐🅐曲線型の刃の収納ケース
🅑🅑ステンレス製の薄い刃（替刃仕様）
🅒🅒軽量なプラ樹脂
🅓🅓人間工学に基づくグリップ

※従来品を「３」とした場合
※ 道内のカボチャ農家への 

アンケート
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ク
レ
ー
ム
の
原
因
と
な
る 

木
の
よ
う
に
硬
い
ニ
ン
ジ
ン
⁉

道
央
、
道
東
な
ど
、
ニ
ン
ジ
ン
の
主
産
地
の
周
辺
に

は
、
収
穫
し
た
ニ
ン
ジ
ン
を
一
口
大
に
カ
ッ
ト
す
る
な

ど
の
加
工
を
担
う
工
場
も
多
く
、
地
元
の
パ
ー
ト
ス
タ

ッ
フ
が
大
切
な
労
働
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
加

工
場
で
の
作
業
の
中
、
長
年
悩
み
の
種
と
な
っ
て
い
る

の
が
「
抽
苔
し
た
ニ
ン
ジ
ン
」
を
選
別
し
弾
い
て
い
く

作
業
。
は
て
、
抽
苔
と
は
？

「
俗
に
言
う
『
薹と

う

が
立
つ
』
と
い
う
現
象
。
抽
苔
が
起

こ
る
と
ニ
ン
ジ
ン
の
中
心
部
分
が
木
質
化
し
、
不
味
い

上
に
硬
く
て
と
て
も
食
べ
ら
れ
な
い
…
と
い
う
状
況
に

な
る
ん
で
す
」
と
語
る
の

は
、
道
総
研
も
の
づ
く
り

支
援
セ
ン
タ
ー
の
川
島
圭

太
さ
ん
。

「
仮
に
加
工
場
が
抽
苔
を

見
過
ご
し
て
出
荷
し
て
し

ま
っ
た
場
合
、
そ
の
ま
ま

ス
ー
パ
ー
で
売
り
出
さ
れ

た
り
、
食
品
メ
ー
カ
ー
の
調
理
具
材
に
な
っ
た
り
し
て
、

消
費
者
の
口
に
入
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が

続
け
ば
ス
ー
パ
ー
や
メ
ー
カ
ー
へ
、
苦
情
が
舞
い
込
む

こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
」

抽
苔
を
見
つ
け
出
す
作
業
、 

そ
の
省
力
化
を
追
求
。

そ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
べ
く
、
生
産
の
現

場
で
は
収
穫
時
に
「
花
が
咲
き
か
け
た
ニ
ン
ジ
ン
を
破

棄
」
し
た
り
、
選
果
場
で
は
「
ヘ
タ
の
状
況
を
目
視
で

判
断
」
す
る
ほ
か
、
加
工
場
で
も
カ
ッ
ト
す
る
際
に
「
硬

く
感
じ
る
も
の
を
除
く
」
な
ど
、
幾
重
も
の
チ
ェ
ッ
ク

作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
特
に
加
工
場
で
は
、
微
妙
な
硬
さ
の
違
い
を
感
じ
取

る
経
験
が
不
可
欠
な
の
で
、
そ
こ
に
相
当
な
時
間
と
労

力
を
か
け
て
作
業
に
当
た
っ
て
い
る
ん
で
す
。
で
す
が
、

選
別
の
精
度
は
１
０
０
％
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
も

悩
み
の
種
で
す
」

こ
の
課
題
に
着
目
し
た
の
が
道
総
研
。
川
島
さ
ん
を

中
心
に
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
専
用
設
備
に
よ
る
省
力
化

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

手
作
業
の
省
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

発
見
！
ニ
ン
ジ
ン
の

「
抽ち

ゅ
う
た
い苔

」を
見
逃
さ
な
い
技
術
。

Topic❸

抽苔部分を切り出した
ニンジン。薹（とう）が立
ち、硬くなっている。

ものづくり支援センター  
川島 圭太さん

ニンジンの選別作業の様子。
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「
抽
苔
し
た
ニ
ン
ジ
ン
の
完
全
除
去
に
加
え
、
的
確
な

ス
ピ
ー
ド
、
設
備
導
入
の
際
の
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と

も
重
要
視
し
ま
し
た
」

脳
裏
に
ひ
ら
め
い
た
の
は 

紫
外
線
の
…
あ
の
作
用
。

当
初
は
カ
ッ
ト
作
業
の
自
動
化
な
ど
も
検
討
し
た
川

島
さ
ん
で
し
た
が
、
コ
ス
ト
面
で
断
念
。
ヘ
タ
を
除
い

た
断
面
か
ら
抽
苔
を
見
つ
け
出
す
と
い
う
「
目
視
」
の

自
動
化
に
挑
戦
し
ま
す
。

「
断
面
に
Ｘ
線
や
超
音
波
な
ど
を
当
て
る
実
験
を
ひ
た

す
ら
繰
り
返
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
ふ
と
『
リ
グ
ニ

ン
は
紫
外
線
で
蛍
光
を
発
す
る
』
と
い
う
論
文
を
思
い

出
し
た
ん
で
す
。
リ
グ
ニ
ン
と
は
木
材
に
含
ま
れ
る
成

分
。
抽
苔
も
木
質
化
現
象
な
の
で
、
も
し
か
し
た
ら
と
」

こ
の
読
み
は
大
正
解
。
断
面
に
紫
外
線
を
当
て
る
と
、

抽
苔
の
部
分
は
も
ち
ろ
ん
、
わ
ず
か
に
木
質
化
し
た
も

の
ま
で
、
一
様
に
蛍
光
色
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
の
で

す
。
思
わ
ず
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
の
川
島
さ
ん
、
さ
っ
そ
く

こ
の
原
理
を
再
現
す
る
装
置
を
製
作
し
ま
す
。

「
コ
ン
ベ
ア
で
運
ば
れ
た
ニ
ン
ジ
ン
の
断
面
に
紫
外
線

を
当
て
、
そ
れ
を
附
属
の
カ
メ
ラ
で
撮
影
。
そ
の
画
像

を
Ａ
Ｉ
が
識
別
し
、
抽
苔
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
個

体
は
瞬
時
に
分
別
さ
れ
る
と
い
う
し
く
み
で
す
」

限
ら
れ
た
ス
タ
ッ
フ
を 

よ
り
重
要
な
職
場
へ
。

現
在
は
北
大
や
機
械
メ
ー
カ
ー
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、装

置
の
実
用
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
真
っ
最
中
。

「
コ
ン
ベ
ア
ま
で
の
運
搬
、
Ａ
Ｉ
へ
の
デ
ー
タ
蓄
積
な

ど
改
良
の
余
地
は
あ
り
ま
す
が
、
数
年
内
に
は
実
用
化

に
こ
ぎ
着
け
る
で
し
ょ
う
。
抽
苔
の
ニ
ン
ジ
ン
は
１
０

０
％
発
見
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

装
置
が
選
果
場
や
加
工
場
に
設
置
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ

ま
で
の
目
視
作
業
は
一
気
に
削
減
さ
れ
る
は
ず
。
担
当

し
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
を
商
品
開
発
や
品
質
管
理
な
ど
、ニ

ン
ジ
ン
加
工
の
今
後
を
担
う
部
署
に
配
置
す
る
こ
と
も

可
能
と
な
り
ま
す
。

「
生
産
量
を
増
や
す
な
ど
、
地
域
農
業
の
発
展
に
も
貢

献
し
そ
う
。
極
上
の
ニ
ン
ジ
ン
調
理
法
を
開
発
…
な
ん

て
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
」

ＡＩ選別機�
のしくみ

UV
そのまま進む

はじかれる

OK

NG
紫外光照明
紫外線の光を
ニンジンの断面に
照射する

カメラ

蛍光なし（正常品）

OK

蛍光あり（抽苔品）

NG

　
撮影画像をAIで判別

解析用PC

⇧「抽苔は絶対混入
させない装置を開発し
ます」と川島さん。  
⇦AI選別の試作機。
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次のおいしさを拓く

ColumnColumn

持続可能な開発目標「ＳＤＧｓ」が国連総会で採

択されたのは２０１５年のこと。しかし道総研では

それ以前から、未利用資源の有効活用、自然エ

ネルギーの活用や環境保全に関する技術開発な

ど、ＳＤＧｓに貢献する研究活動に積極的に取り

組んでいます。

ずっとＳＤＧ
ｓ。

魚の「アラ
」を調味料に。

魚醤

水
産
加
工
の
工
程
で
生
じ
る
「
残
渣

（
魚
の
ア
ラ
な
ど
）」。
そ
の
有
効
な
利
用

方
法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
魚

醤
で
す
。
道
総
研
で
は
、
養
殖
ニ
ジ
マ

ス
や
ブ
リ
の
加
工
残
渣
を
利
用
し
た
魚

醤
の
製
造
方
法
の
研
究
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢

献
も
、
道
総
研
が
取
り
組
む
大
切
な
テ

ー
マ
の
一
つ
。
ブ
リ
節
の
開
発
に
お
い

て
も
、
そ
の
製
造
過
程
で
出
る
頭
部
や

血
合
、
皮
、
内
蔵
な
ど
の
「
ア
ラ
」
を
、

ブ
リ
魚
醤
の
原
料
と
し
て
利
用
す
る
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

生
じ
る
残
り
か
す
は
、
飼
料
や
肥
料
な

ど
に
活
用
。
調
理
に
お
い
し
く
、
地
球

に
や
さ
し
い
。
ブ
リ
節
、
ブ
リ
魚
醤
に

は
そ
ん
な
一
面
も
隠
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。

魚
醤

余
す
と
こ
ろ
な
く�

使
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

◉ブリ魚醤油◉ ◉ブリ節◉

⚫頭部
⚫血合
⚫皮
⚫内臓
⚫腹須

⚫身
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Mini Interview

芽かきシイタケ

下
川
町
の
シ
イ
タ
ケ

生
産
量
が
急
増
中
で

す
。
そ
の
過
程
で
出
る

芽
か
き
シ
イ
タ
ケ
は
、

「
時
に
は
１
日
8
キ
ロ

に
も
な
る
」
ほ
ど
大
量

で
す
。
し
か
も
ミ
ニ
サ
イ
ズ
に
も
か
か

わ
ら
ず「
う
ま
味
成
分
の
ア
ミ
ノ
酸
、さ

ら
に
機
能
性
を
持
つ
（
ア
ミ
ノ
酸
の
）

ギ
ャ
バ
が
豊
富
」
と
、
捨
て
る
に
は
実

に
も
っ
た
い
な
い
素
材
。
こ
う
し
た
状

況
を
受
け
、
現
在
下
川
町
特
用
林
産
物

栽
培
研
究
所
・
し
も
か
わ
観
光
協
会
・

道
総
研
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
『
し
い
た
け
塩
』
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
で
き
あ
が
り
の
イ
メ

ー
ジ
は
、
多
彩
な
料
理
に
も
使
え
る
万

能
調
味
料
。
町
の
新
た
な
特
産
品
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

NPO法人 しもかわ観光協会
TEL 01655-4-2718 
www.shimokawa-time.net

き
の
こ
の
ま
ち�

下
川
町
の
名
産
品
に
。

下
川
町『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
も
か
わ
観
光
協
会
』 

事
務
局
長 

高
松 

峰
成
さ
ん

質
の
良
い
シ
イ
タ
ケ
を
育
て
る
た
め

に
、
栽
培
の
途
中
で
間
引
か
れ
た
「
芽

か
き
シ
イ
タ
ケ
」
の
ほ
か
、
形
が
悪
い
、

傷
が
あ
る
な
ど
、
売
り
物
に
な
り
づ
ら

い
「
訳
あ
り
シ
イ
タ
ケ
」
を
有
効
活
用

で
き
な
い
か
…
。
こ
れ
も
道
総
研
が
取

り
組
ん
で
い
る
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
で

す
。

うま味のカタマリをどうする？

道産塩

◉しいたけ塩◉

芽かきシイタケ
⬇

熱処理・乾燥
⬇

粉末化
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次のおいしさを拓く

とれたて、もぎたて、つくりたて…は、極上の美

味。けれど運搬や保管などで時間が経過して

いくと、次第に味わいは低下してしまうもの。海

外からも引く手あまたの道産品の「日持ち」と

「おいしさ」を両立させることはできないだろう

か…道総研では、保存に関する研究も進めら

れています。

おいしさの�保存。

道
外
・
海
外
へ
の
輸
出
量
が
急
増
し

て
い
る
ラ
ー
メ
ン
（
生
麺
）。
現
在
そ
の

運
搬
は
「
冷
凍
輸
送
」
が
主
流
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
運
搬
の
長
期
化
や
過
程

の
温
度
変
化
に
よ
る
品
質
の
劣
化
（
乾

燥
や
白
色
化
）
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

道
総
研
が
注
目
し
た
の
は
道
産
玉
ね

ぎ
。
す
り
お
ろ
し
た
玉
ね
ぎ
を
生
麺
に

練
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
水
分
が
麺
の
中

に
留
ま
る
こ
と
で
、
劣
化
速
度
が
大
幅

に
遅
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
分
、
風
味
や
お
い
し
さ
も
キ
ー
プ
。

現
在
こ
の
技
術
を
活
用
し
た
ラ
ー
メ
ン

の
販
売
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

玉ねぎ麺
オニオンの不思議なパワー！

 ⚫北海道メンフーズ株式会社
札幌苗穂元町ラーメン
すりおろし札幌黄を生麺に練り
込んだラーメン。道総研はその
商品開発をサポートしています。
https://www.menfoods.co.jp/
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次のおいしさを拓く
ColumnColumn

評価ものさしの開発

米粉バウムクーヘンの�
冷凍保存

品
質
が
劣
化
し
た
、
味
が
落
ち
た
…

言
葉
で
は
理
解
し
合
え
て
も
、「
劣
化
の

程
度
」
や
「
味
の
変
化
」
を
察
知
す
る

感
覚
に
は
、
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
曖
昧
に
し
た
ま
ま
で
研
究
を
進
め

る
と
、
仮
に
「
劣
化
し
な
く
な
っ
た
」

「
お
い
し
く
な
っ
た
」
と
い
う
変
化
が
生

じ
て
も
、
そ
の
成
果
や
評
価
を
正
確
に

共
有
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

道
総
研
は
「
お
お
ま
か
な
感
覚
」「
な

ん
と
な
く
の
共
有
」
に
頼
る
部
分
も
多

か
っ
た
冷
凍
保
存
の
研
究
に
お
い
て
、

研
究
者
や
企
業
間
で
共
有
で
き
る
新
し

い
も
の
さ
し
（
評
価
手
法
）
を
開
発
し

ま
し
た
。

「なんとな
く」を「正確」に。

冷
凍
や
加
熱
に
よ

り
品
質
が
著
し
く
低

下
す
る
緑
色
野
菜
。こ

れ
ら
を「
鮮
や
か
な
色

合
い
は
そ
の
ま
ま
に
」

日
持
ち
さ
せ
る
た
め
に
、
ア
ス
パ
ラ
や

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
題
材
と
し
た
チ
ル
ド

温
度
帯
で
の
保
存
の
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

緑
黄
色
野
菜
の�

冷
蔵
保
存

 ⚫株式会社SYOKUSAN
米粉のバウムクーヘン　
ring ring
道産米粉でつくったしっとりやわ
らかなバウムクーヘン。たまごや
バターのまろやかな風味が特長。
http://www.h-syokusan.co.jp/

デジタルマイクロスコープやレオメー
タを用いて、冷凍中のバウムクーヘンの
「組織の変化」を研究。劣化の過程に
ついて客観的なデータを蓄積して冷凍
食品の保存研究に役立てています。

含気包装（左）と窒素ガス置換包装（右）。
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次のおいしさを拓く

脱・魚ばなれ。

「骨がジャマ」「匂いがキライ」などの理由から、若

者や子どもたちの間で魚ばなれが進んでいます。

道民の健康のため、さらに北海道の水産業を支

えるためにも、この傾向に歯止めをかけたい。道

総研は、魚臭の軽減や魚ごとの処理法の研究の

ほか、骨まで食べられる商品やサカナハンバーグ

の開発など「脱・魚ばなれ」にも取り組んでいます。

ぶり竜田揚げ

ホ
エ
イ
で
臭
み
を
消
し
た
ブ
リ
に
み

り
ん
や
醤
油
で
下
味
を
つ
け
て
、
片
栗

粉
を
ま
ぶ
し
た
竜
田
揚
げ
を
ぎ
ょ
れ
ん

と
共
同
で
開
発
。
焼
く
だ
け
の
手
軽
さ

が
好
評
で
す
。

魚臭くない
サカナ

料理。

 ⚫北海道ぎょれん
北海道産 
骨取り ぶり竜田揚げ
道産のブリを北海道のざんぎ風
に味付けしたひと品。ホエイの
風味がアクセント。

32

次のおいしさを拓く

ColumnColumn

こつぱくっと製法

チ
ー
ズ
を
製
造
す
る
工
程
で
生
じ
る

「
ホ
エ
イ
（
上
澄
み
液
）」。
こ
の
副
産

物
に
含
ま
れ
る
「
ケ
ト
ン
」
と
い
う
成

分
等
が
魚
に
移
る
と
匂
い
成
分
を
マ
ス

キ
ン
グ
（
覆
う
）
す
る
こ
と
に
加
え
、
匂

い
の
要
因
と
な
る
「
酸
化
臭
」
の
生
成

を
大
幅
に
低
減
す
る
こ
と
が
実
証
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
液
体
の
ま
ま
だ
と

日
持
ち
し
な
い
と
い
う
側
面
も
。

こ
の
た
め
道
総
研
で
は
、
乾
燥
さ
せ

パ
ウ
ダ
ー
状
に
し
た
ホ
エ
イ
の
作
用
や

効
果
を
詳
し
く
検
証
。
匂
い
に
対
す
る

作
用
は
そ
の
ま
ま
で
、
さ
ら
に
高
い
保

存
性
や
運
搬
し
や
す
さ
な
ど
、
多
様
な

利
点
が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。
現
在
、
ホ
エ
イ

パ
ウ
ダ
ー
は
道
内
の
水
産

加
工
の
現
場
な
ど
で
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ホ
エ
イ
パ
ウ
ダ
ー
の�

不
思
議
な
チ
カ
ラ

骨がないからパクッといける！

一
夜
干
し
の
魚
を
大
豆
煮
汁
ま
た
は

ホ
エ
イ
に
漬
け
込
み
、
そ
の
後
レ
ト
ル

ト
処
理
を
施
す
「
こ
つ
ぱ
く
っ
と
」
製

法
を
開
発
。
こ
の
製
法
を
用
い
た
商
品

づ
く
り
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
消
費

者
か
ら
は
「
レ
ン
ジ
で
温
め
る
だ
け
で
、

骨
ま
で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
」
と
大

評
判
。「
お
年
寄
り
も
食
べ
や
す
い
」
と

い
う
介
護
事
業
者
の
声
も
。
生
ゴ
ミ
が

出
な
い
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
！

 ⚫有限会社 丸イ伊藤商店
骨までまるごと一夜干し
加工当日水揚げされた新鮮な
魚を「こつぱくっと」製法で調理。
添加物無しの軽い塩味、骨まで
食べられると好評です。
https: //marui-itou.com
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とうもろこし、米、そば、小豆、小麦、大麦…
北海道の大地では多種多様な穀物が育ま
れています。その利用や調理の幅を広げて
いくことも道総研の大切な役割。ここでは
道産穀物の世界を広げる「粉」についてご
紹介しましょう。

サクサク食感

もちもち食感

ど
っ
し
り
食
感︵
吸
水
性
低
い
︶

し
っ
と
り
食
感︵
吸
水
性
高
い
︶

米粉
（北瑞穂）

強力粉
（ゆめちから）

もち大麦粉
（キラリモチ）

小豆粉
（エリモショウズ）

米粉
（ゆめぴりか）

コーン
グリッツ
（ビビアン）

道産�
穀物粉

／
穀物粉を分析してみた！
穀物の粉は利用しやすさから 
小麦粉とブレンドするのが一般的。 
その穀物粉の食感の特長を 
マップ化してみました。

＼
※ 小麦粉については小麦粉100%の分析データを使用。米粉、大麦粉など

は、小麦粉70%：各種穀類粉30%でブレンドした場合のデータを使用。

大
き
く
育
って
、細
か
く
な
ぁ
れ
！

広がれ、

の世界。
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生
産
量
日
本
一
の
道
産
と

う
も
ろ
こ
し
を
使
っ
て
、
世

界
に
誇
れ
る
ウ
イ
ス
キ
ー
を

つ
く
り
た
い
…
。
そ
ん
な
想
い
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
令
和
３
年
度
か
ら
「
道

産
コ
ー
ン
ウ
イ
ス
キ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
目
的
は
北
海
道
の
資
源
と
魅
力

を
最
大
限
に
生
か
し
、
北
海
道
産
に
と

こ
と
ん
こ
だ
わ
っ
た
ウ
イ
ス
キ
ー
を
つ

く
り
出
す
こ
と
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
リ
リ
ー
ス

さ
れ
る
北
海
道
コ
ー
ン
ウ
イ
ス
キ
ー
は
、

多
く
の
方
々
に
親
し
ま
れ
る
こ
と
を
願

い
、「G

old Q
uibis

（
ゴ
ー
ル
ド
キ
ビ

ス
）」
と
い
う
愛
称
（
公
募
）
と
な
り
ま

し
た
。

待
ち
焦
が
れ
た 

北
海
道
生
ま
れ
の
コ
ー
ン
グ
リ
ッ
ツ
。

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
や
パ
ン
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
る
コ

ー
ン
グ
リ
ッ
ツ
。
そ
の
原
料
と
な
る
「
と
う
も
ろ
こ
し
」

は
、
以
前
は
、
す
べ
て
海
外
輸
入
品
で
ま
か
な
わ
れ
て

お
り
、
道
総
研
に
も
遺
伝
子
組
み
換
え
や
ポ
ス
ト
ハ
ー

ベ
ス
ト
農
薬
に
関
す
る
不
安
の
な
い
道
産
品
を
求
め
る

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
平
成
25
年
に
道
総
研
と
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
の
コ

ラ
ボ
事
業
が
ス
タ
ー
ト
。
栗
山
町
と
由
仁
町
で
栽
培
さ

れ
た
と
う
も
ろ
こ
し
を
原
料
と
し
、
品
種
の
選
定
や
製

粉
設
備
の
整
備
を
経
て
、
正
式
に
北
海
道
産
の
コ
ー
ン

グ
リ
ッ
ツ
を
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

脱
あ
ん
こ
の
発
想
か
ら 

生
ま
れ
た
小
豆
粉
。

北
海
道
は
全
国
の
小
豆
の
90
％
以
上
を
生
産
し
て
お

り
、
そ
の
消
費
状
況
を
調
査
す
る
と
「
餡あ

ん

」
で
の
利
用

が
ほ
と
ん
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
昨
今
、
加
糖

餡
の
輸
入
や
消
費
者
の
和
菓
子
ば
な
れ
な
ど
に
よ
り
、そ

の
消
費
量
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
小
豆
は
難

消
化
性
デ
ン
プ
ン
、
食
物
繊
維
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含

む
健
康
性
の
高
い
食
材
。さ
ら
に
そ
の
消
費
拡
大
は
、そ

の
ま
ま
北
海
道
農
業
の
応
援
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
道
総
研
で
は
小
豆
の
製

粉
方
法
、
さ
ら
に
小
豆
粉
に
よ
る
パ
ン
や

焼
き
菓
子
の
製
造
方
法
な
ど
を
研

究
し
て
き
ま
し
た
。

道
産
コ
ー
ン
ウ
イ
ス
キ
ー�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ColumnColumn

実を粉にした、
道総研エピソード

※写真はイメージです。
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製粉 小豆をまるごと製粉するので、風味の強い小
豆粉を製造することができます。
オススメ利用法 吸水力が高いので、パンをつくる
際には加水を増やしてしっとり食感を狙います。スポン
ジケーキやクッキーは100%小豆粉でつくれますが、風
味が強いので小麦粉と併用して試してみてください。パ
ンもお菓子も、小麦粉の10〜30%を小豆粉で置き換
えると使いやすいです。

製粉 乾燥とうもろこしの粒から胚芽や皮などを取り
除き、粉砕し粒度別にふるい分けます。粒の細かさは、
0.25㎜未満〜１㎜まで、3段階に指定できるため用途
に応じた粒度を選択できます。
オススメ利用法 カラメルのような甘い香り、料理や
スイーツの見映えを高める色合いが魅力。0.25㎜〜１
㎜のグリッツは製菓・シリアル・醸造に、0.25㎜未満の
フラワーは麺類・パン
などに適しています。

それぞれ違って、

みんなおいしい！
いいかも！使えるかも！道産穀物粉

小
豆
粉

コ
ー
ン�

グ
リ
ッ
ツ

レシピ�
公開中

レシピ�
公開中
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米
粉

製粉 乾燥したままの生米を粉砕する乾式製粉と、生
米を水に浸してから粉砕する湿式製粉があります。乾
式製粉の米粉は低コストで使いやすいですが、米粉
パンにはきめ細やかな湿式製粉がオススメ。
オススメ利用法 製粉方法だけでなくお米の品種に
よっても利用法が変わります。例えば「北瑞穂」の米
粉は加熱して冷やした際にゼリー状になるため、カス
タードクリームに最適。パンに使用すると適度な弾力
も生まれます。「ゆめぴりか」の米粉はパンにすると、も
ちもち感が。クッキーはサクサ
クな食感が特長です。

製粉 外皮ごと粉砕するため穀物の風味が強い全粒
粉と、精麦工程を経たクセがなく使いやすい精麦粉が
あります。
オススメ利用法 吸水力の高い食物繊維を多く含む
ため、しっとり、もちもちの食感が特長です。時間が経
っても硬くなりにくく、加水たっぷりのハード系のパン
や食パンに適しています。また、餃子、まんじゅう、団子
などもちっとした小麦粉料理に向
いています。

も
ち
大
麦
粉

多彩な品種が栽培されている米、食物繊維を多く含むもち大麦、用途が
限られていた小豆、さらに特産のとうもろこしやそばを「粉」にした場合の、
特性評価に取り組みました。穀物を少量ブレンドすることで色や風味に
特長が出るのはもちろん、小麦粉にはないユニークな食感が生まれるこ
とが分かりました。今後はその特長を生かしたレシピ開発を行い、道産穀
類の魅力を広めたいですね。 中央農業試験場 農産品質グループ 竹内 薫さん

これからの�
研究テーマは…
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株式会社ベイクド・アルル
営業本部次長 宇野 弘祥さん

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

パ
ン
の
魅
力
ま
で�

膨
ら
ん
で
い
く
よ
う
な
。

ベ
イ
ク
ド・ア
ル
ル
は
、道
産
原
料
と
手
づ
く

り
に
こ
だ
わ
る
江
別
の
ス
イ
ー
ツ
＆
パン
製

造
メ
ー
カ
ー
。道
総
研
が
進
め
る「
道
産
穀

物
粉
の
活
用
」の
一
環
と
し
て『
小
豆
粉
』

『
コ
ー
ン
グ
リ
ッ
ツ
』『
も
ち
大
麦
粉
』を
使
っ

た
パン
づ
く
り
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ー
ン
グ
リ
ッ
ツ
ブ
レ
ン
ド

生
地
も
中
身
も 

「
ま
る
ご
と
コ
ー
ン
」な 

お
い
し
さ
。

粒
度
の
細
か
い
「
フ
ラ
ワ
ー
タ
イ
プ
」

を
選
択
。
小
麦
粉
に
ブ
レ
ン
ド
し
て
焼

い
て
み
ま
し
た
が
、
風
味
は
そ
れ
ほ
ど

伝
わ
り
ま
せ
ん
。
多
分
焼
き
の
段
階
で

「
飛
ん
で
」
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。
な
の

で
、
パ
ン
の
中
に
ツ
ブ
ツ
ブ
の
実
と
た

っ
ぷ
り
の
チ
ー
ズ
で
、
と
う
も
ろ
こ
し

感
を
演
出
し
て
み
ま
し
た
。
生
地
も
具

材
も
ま
る
ご
と
コ
ー
ン
。
人
気
が
出
そ

う
な
お
い
し
さ
で
す
。

道産穀物粉でパンを
焼いてみ

ました！

Azuki

Corn grits
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小
豆
粉
ブ
レ
ン
ド

素
材
の
風
味
が 

ほ
ん
の
り
香
る
あ
ん
ぱ
ん
。

小
豆
と
言
え
ば
「
あ
ん
ぱ
ん
」。
そ
ん

な
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
る
の
で
、思

い
切
っ
て
「
あ
ん
ぱ
ん
」
の
生
地
に
練

り
込
ん
で
み
ま
し
た
。
試
行
錯
誤
し
た

の
は
、
小
麦
粉
に
ブ
レ
ン
ド
す
る
小
豆

粉
の
量
。
多
す
ぎ
る
と
「
え
ぐ
み
」
が

出
る
上
に
「
ま
と
ま
り
」
が
な
く
な
る

の
で
、最
終
的
に
全
体
の
粉
に
対
し
、小

麦
粉
８
割
、
小
豆
粉
２
割
程
度
に
抑
え

ま
し
た
。
焼
き
上
が
っ
た
パ
ン
は
、
薄

い
赤
紫
色
に
。
口
に
含
む
と
ほ
ん
の
り

小
豆
の
香
り
が
し
て
、
食
欲
が
そ
そ
ら

れ
ま
し
た
。

も
ち
大
麦
粉
ブ
レ
ン
ド

独
特
の
香
ば
し
さ
を 

味
わ
う
と
い
う
新
境
地
。

こ
れ
ま
で
全
く
利
用
し
た
こ
と
の
な

い
素
材
な
の
で
、
ま
ず
は
単
体
で
焼
い

て
み
る
こ
と
に
。
す
る
と
他
の
粉
と
は

違
う
、
独
特
の
香
ば
し
さ
が
漂
っ
て
く

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
風
味

を
そ
の
ま
ま
生
か
し
て
は
と
い
う
職
人

の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
今
回
は
ス
コ
ー
ン

に
。
サ
ク
ッ
と
し
た
食
感
も
ク
セ
に
な

り
そ
う
。
ハ
ー
ド
系
の
パ
ン
と
の
相
性

も
い
い
は
ず
で
す
。

開
け
、新
し
い
北
海
道
パン
の
扉
。

弊
社
の
商
材
の
原
料
と
な
る
小
麦
や
バ
タ
ー
、
生
ク

リ
ー
ム
は
す
べ
て
北
海
道
産
。
い
う
な
れ
ば
「
北
海
道

の
パ
ン
屋
」
で
す
。
な
の
で
道
総
研
か
ら
届
い
た
「
道

産
穀
物
粉
を
使
っ
た
新
た
な
商
品
づ
く
り
」
の
お
話
は
、

ま
さ
に
渡
り
に
船
。
さ
っ
そ
く
職
人
ス
タ
ッ
フ
と
チ
ー

ム
を
組
み
、
新
し
い
パ
ン
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

北
海
道
の
店
や
企
業
に
こ
そ
、 

利
用
し
て
ほ
し
い
。

ど
の
穀
物
粉
に
も
「
個
性
と
特
長
が
あ
る
」
こ
と
を

強
く
感
じ
た
試
み
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
定
番
パ
ン

へ
の
活
用
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
が
、「
調
理
パ
ン
の
具

材
に
」「
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
の
皮
に
」「
和
ス
イ
ー
ツ
の

新
フ
レ
ー
バ
ー
で
も
」
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
も
出
て
い
た

よ
う
に
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
か
な
り
高
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

道
外
の
北
海
道
展
な
ど
に
出
店
し
て
い
る
弊
社
と
し

て
は
、「
北
海
道
の
付
加
価
値
」
が
高
ま
る
と
い
う
点
が

大
き
な
魅
力
。
今
後
も
積
極
的
に
利
用
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

Mochiohmugi
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道
外
で
暮
ら
し
て
み
て
分
か
る 

食
材
の
宝
庫・北
海
道
の
大
切
さ
。

―
理
事
長
は
北
海
道
の
ご
出
身
だ
と
か
。

小
髙
　
高
校
時
代
ま
で
は
札
幌
在
住
、
大
学
進
学
と
同

時
に
東
京
に
行
き
ま
し
た
。

吉
川
　
社
会
に
出
て
か
ら
も
東
京
の
ほ
か
、
福
島
、
ロ

ン
ド
ン
な
ど
に
も
赴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
地
の
お
い

し
い
も
の
を
い
ろ
い
ろ
堪
能
さ
れ
た
の
で
は
？

小
髙
　
赴
任
先
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
風
土
で
育
っ
た
食
材

が
あ
り
ま
し
た
ね
。
札
幌
に
戻
っ
て
し
ば
ら
く
経
ち
ま

す
が
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
な
ど
の
海
産
物
や
ア
ス
パ
ラ
、
と

う
も
ろ
こ
し
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
い
っ
た
野
菜
な
ど
、
素

材
自
体
の
質
が
高
い
と
感
じ
ま
す
。
こ
う
し
た
質
の
良

い
素
材
を
国
内
外
に
供
給
す
る
北
海
道
と
い
う
地
域
は
、

と
て
も
重
要
な
存
在
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

試
験
場
ご
と
の
強
み
を
総
合
力
に
変
え
る

「
食
の
戦
略
研
究
」。

―
「
食
の
戦
略
研
究
」
は
、
Ⅲ
期
15
年
に
わ
た
っ
て

取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

吉
川
　
第
Ⅰ
期
は
、
農
業
や
水
産
、
林
業
な
ど
「
さ
ま

小
髙
理
事
長�

×�

吉
川
リ
ー
ダ
ー
の
食
卓
ト
ー
ク

おい
し
いの
、そ
の
先
を 

一
緒
に
考
え
る
時
代
で
す
。

道総研理事長

小髙咲
KOTAKA Sho

特別
対談

日本銀行札幌支店長、
（株）北海道二十一世紀
総合研究所副社長を歴
任。令和4年道総研理
事長に就任。
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ざ
ま
な
試
験
場
で
成
り
立
っ
て
い
る
」
と
い
う
道
総
研

の
強
み
を
生
か
す
た
め
、
各
試
験
機
関
が
協
働
し
、
北

海
道
産
素
材
を
生
か
し
た
食
品
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
第
Ⅱ
期
は
生
産
者
か
ら
消
費
者
ま
で
の
フ
ー
ド

チ
ェ
ー
ン
の
確
立
。
そ
し
て
第
Ⅲ
期
は
一
次
産
業
や
食

品
加
工
業
の
人
手
不
足
に
対
応
す
る
省
力
化
や
省
人
化

の
ほ
か
、
食
べ
や
す
い
・
選
ん
で
い
た
だ
け
る
、
消
費

者
に
寄
り
添
っ
た
価
値
の
高
い
食
品
づ
く
り
な
ど
を
目

指
し
て
き
ま
し
た
。

小
髙
　
戦
略
研
究
の
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
る
の
で
、専

門
外
の
内
容
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
相
当
労
苦
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

吉
川
　
前
任
者
の
労
苦
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
ま
し

た
か
ら
ね
。
就
任
当
初
は
え
ら
い
仕
事
を
引
き
受
け
て

し
ま
っ
た
な
と
（
笑
）。

小
髙
　
と
こ
ろ
で
、
戦
略
研
究
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て

良
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

吉
川
　
食
品
を
つ
く
る
に
は
原
料
が
あ
り
、
加
工
す
る

技
術
や
機
械
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
要
素
が
あ
り
ま
す
。
道
総
研
は
そ
の
す
べ
て
に
関
す

る
研
究
が
そ
ろ
っ
て
い
て
、
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
試
験
場
に
出
入
り
す
る
う
ち
に
、
1
つ
の
研
究

分
野
か
ら
で
は
つ
か
む
こ
と
の
で
き
な
い
視
野
が
得
ら

れ
た
の
は
財
産
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
企
業
や
生
産
者
な

ど
現
場
の
方
と
お
話
し
で
き
た
こ
と
も
、
楽
し
い
思
い

出
で
す
。

労
苦
と
失
敗
と
試
行
錯
誤
の 

向
こ
う
に
あ
る
成
果
。　

―
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
中
、
特
に
思
い
入
れ
が

深
い
も
の
は
？

たべLABO vol.3のエンディングを飾
るのは、道総研理事長と食の戦略研
究リーダーによるクロストーク。食の戦
略研究のこれまでや今後の展望をお
いしく、楽しく、お話しいただきました。

道総研食品加工研究セ
ンターの食品開発部長
として研究マネジメント
を担当。令和3年から
「食の戦略研究」リーダ
ーに就任。

「食の戦略研究」リーダー

吉川修司
YOSHIKAWA Syuji
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吉
川
　
ど
の
取
り
組
み
に
も
思
い
入
れ
は
あ
り
ま
す
。例

え
ば
冬
期
無
加
温
栽
培
な
ど
は
、
厳
冬
期
の
栽
培
技
術

の
研
究
か
ら
、
収
穫
し
た
野
菜
を
実
際
に
販
売
す
る
と

い
う
流
通
の
し
く
み
ま
で
、
取
り
組
み
が
立
体
的
に
広

が
っ
て
い
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
冬
に
栽

培
し
た
野
菜
は
夏
に
栽
培
し
た
も
の
よ
り
も
甘
く
な
る

の
で
す
が
、
消
費
者
の
方
か
ら
「
甘
く
て
お
い
し
い
」

と
い
う
評
価
を
受
け
た
時
に
は
担
当
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ

ー
全
員
で
喜
び
ま
し
た
ね
。

小
髙
　
冬
期
無
加
温
で
栽
培
し
た
野
菜
は
な
ぜ
甘
く
な

る
の
で
す
か
。

吉
川
　
植
物
は
寒
く
な
る
と
、
自
分
が
凍
っ
て
し
ま
わ

な
い
よ
う
に
糖
分
を
蓄
え
る
た
め
に
甘
く
な
り
ま
す
。前

提
と
し
て
、
そ
の
植
物
が
寒
さ
に
ど
の
程
度
耐
え
ら
れ

る
か
に
も
よ
り
ま
す
が
、
た
だ
気
温
が
低
け
れ
ば
良
い

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
北
海
道
の
よ
う
に
寒

暖
差
が
大
き
い
こ
と
、
そ
し
て
、
寒
さ
に
あ
て
る
タ
イ

ミ
ン
グ
が
と
て
も
大
切
で
す
。

―
第
Ⅲ
期
戦
略
研
究
で
は
９
つ
の
課
題
に
つ
い
て
取

り
組
み
ま
し
た
。

小
髙
　
今
後
の
試
験
を
進
め
る
上
で
、
新
た
な
視
野
が

広
が
る
よ
う
な
取
り
組
み
は
あ
り
ま
し
た
か
？ 

吉
川
　
調
味
料
の
研
究
で
曖
昧
だ
っ
た
「
味
の
評
価
」

に
メ
ス
を
入
れ
て
、
食
べ
た
後
の
味
の
変
化
を
「
見
え

る
化
し
た
」
こ
と
で
試
験
の
効
果
が
明
瞭
に
な
っ
た
こ

と
で
す
。
例
え
ば
コ
ン
ブ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
味
が
違
う
と
言
葉
で
は
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
科
学
的
な
裏
付
け
が
乏
し
か
っ
た
。
そ
れ

が
デ
ー
タ
と
し
て
違
い
が
見
え
た
と
い
う
報
告
が
あ
っ

た
時
は
、
研
究
者
冥
利
に
つ
き
る
取
り
組
み
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

小
髙
　
そ
れ
ま
で
人
の
経
験
や
勘
に
頼
っ
て
い
た
グ
レ

ー
ゾ
ー
ン
で
し
た
か
ら
ね
。

吉
川
　
食
べ
た
後
に
感
じ
る
味
の
変
化
が
グ
ラ
フ
で「
見

え
る
」
よ
う
に
な
る
と
、
研
究
者
間
で
の
情
報
共
有
や
、

企
業
に
協
力
を
お
願
い
す
る
時
、
ま
た
企
業
が
外
部
に

成
果
を
伝
え
る
時
に
も
、
ロ
ジ
カ
ル
に
話
が
進
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
す
が
、
工

夫
が
味
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
が
分
か
る
と
い
う
こ
と

は
、
食
の
研
究
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

小
髙
　
ブ
リ
節
の
研
究
が
ラ
ー
メ
ン
と
い
う
商
品
開
発

に
つ
な
が
り
、
店
舗
で
の
販
売
や
消
費
者
に
広
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
興
味
深
か
っ
た
で
す
ね
。
ブ

リ
節
ラ
ー
メ
ン
は
お
い
し
か
っ
た
で
す
ね
。

吉
川
　
ラ
ー
メ
ン
の
ス
ー
プ
に
入
れ
る
ブ
リ
エ
キ
ス
や
、

ト
ッ
ピ
ン
グ
で
加
え
る
ブ
リ
節
（
粉
）
の
開
発
は
い
ず

れ
も
道
総
研
が
関
与
し
て
い
て
、
使
う
こ
と
に
よ
り
強

化
さ
れ
る
う
ま
味
が
グ
ラ
フ
化
で
き
た
こ
と
で
、
企
業

の
方
も
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
当
初
は「
ブ
リ
節
？

無
理
で
し
ょ
」
み
た
い
な
声
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
。

小
髙
　
諦
め
な
か
っ
た
こ
と
が
、
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

吉
川
　
思
う
よ
う
な
デ
ー
タ
が
出
ず
に
、
苦
し
ん
だ
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
諦
め
な
く
て
良
か
っ
た
で
す
。

労
苦
と
言
え
ば
、
カ
ボ
チ
ャ
の
収
穫
の
省
力
化
の
取
り

組
み
で
、
カ
ボ
チ
ャ
の
太
い
軸
を
今
ま
で
よ
り
も
少
な

い
力
で
切
れ
る
ハ
サ
ミ
の
開
発
で
、
農
家
の
方
に
何
度

も
テ
ス
ト
や
評
価
を
い
た
だ
き
な
が
ら
改
良
を
積
み
重

ね
ま
し
た
。
ま
た
、
農
家
の
方
が
技
術
導
入
し
や
す
い

よ
う
に
、
専
用
の
機
械
を
開
発
す
る
の
で
は
な
く
、
既

存
の
機
械
を
使
っ
て
、
可
能
な
限
り
導
入
コ
ス
ト
を
抑

え
た
新
た
な
作
業
方
法
を
提
案
で
き
る
よ
う
試
験
を
繰

り
返
し
ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば
ど
の
取
り
組
み
に
も
表

に
は
な
か
な
か
出
な
い
研
究
者
の
労
苦
が
潜
ん
で
い
る

ん
で
す
。

道
総
研
か
ら
未
来
へ
向
け
た 

新
た
な
価
値
の
提
案
を 

行
ってい
き
たい
で
す
ね
。（
小
髙
氏
）
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Special
Talk!

多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が 

北
海
道
の
食
の
未
来
を
開
く
。

―
「
食
の
戦
略
研
究
」
が
今
年
で
区
切
り
を
迎
え
ま

す
。

吉
川
　
多
彩
な
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
今
後
の

道
総
研
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
は
組
織
内
外
に
築
い
た

人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

小
髙
　
同
感
で
す
。
今
後
、
各
研
究
本
部
が
新
た
な
研

究
を
立
ち
上
げ
る
際
、
道
総
研
内
の
連
携
は
も
ち
ろ
ん
、

企
業
、
大
学
、
行
政
、
あ
る
い
は
生
産
者
や
消
費
者
な

ど
、
こ
れ
ま
で
大
切
に
培
っ
て
き
た
「
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
」
が
、
課
題
解
決
に
向
け
た
大
き
な
力
と
な
る

と
思
い
ま
す
。

吉
川
　
研
究
者
は
と
も
す
れ
ば
専
門
的
に
な
り
す
ぎ
た

り
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
道
総
研
外
の
さ
ま
ざ
ま

な
方
と
の
対
話
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
は
多
い
と
思

い
ま
す
。

小
髙
　
研
究
室
に
篭
も
ら
ず
、
生
産
や
消
費
の
現
場
に

出
向
き
、
リ
ア
ル
な
声
に
耳
を
傾
け
る
。
組
織
や
常
識

の
枠
を
超
え
て
オ
ー
プ
ン
に
語
り
合
う
な
ど
、
こ
の
つ

な
が
り
を
日
々
の
研
究
に
生
か
し
て
ほ
し
い
で
す
。

吉
川
　
こ
れ
か
ら
の
道
総
研
の
研
究
を
担
う
若
い
世
代

に
も
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

小
髙
　
今
あ
る
課
題
の
解
決
も
大
切
で
す
が
、
中
長
期

的
な
視
点
に
立
っ
て
豊
か
な
大
地
や
海
、
生
態
系
、
産

業
や
道
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
将
来
に
向
け
て
ど
う

持
続
さ
せ
て
い
く
か
腰
を
据
え
た
研
究
も
重
要
で
す
。地

域
の
た
め
に
活
躍
す
る
意
義
や
面
白
み
を
感
じ
て
く
れ

る
人
が
、
研
究
を
引
き
継
い
で
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で

す
。北

海
道
の
食
の
未
来
を 

消
費
者
と
と
も
に
考
え
る
時
代
。

―
「
た
べ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
」
も
戦
略
研
究
の
最
中
に
生
ま

れ
た
取
り
組
み
で
す
ね
。

吉
川
　
戦
略
研
究
の
概
要
だ
け
で
な
く
、
そ
の
背
景
に

あ
る
課
題
や
研
究
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
さ
ら
に
北
海
道
の

食
を
取
り
巻
く
課
題
を
多
く
の
皆
さ
ま
に
伝
え
て
い
き

た
い
と
い
う
主
旨
で
始
ま
り
ま
し
た
。

小
髙
　
今
後
は
「
伝
え
る
」
だ
け
で
は
な
く
、「
と
も
に

考
え
る
」
こ
と
も
大
切
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

道
総
研
が
開
発
し
た
「
え
み
ま
る
」
と
い
う
お
米
は
、
今

後
避
け
て
通
れ
な
い
「
食
の
世
界
の
人
手
不
足
」
に
配

慮
し
て
研
究
さ
れ
た
品
種
で
す
。
直
播
き
す
る
こ
と
で
、

苗
づ
く
り
や
水
田
へ
の
田
植
え
な
ど
の
人
手
を
省
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
お
い
し
さ
の
追
求
だ
け
で
は
な
く
、
将

来
に
向
け
て
食
を
つ
な
い
で
い
く
研
究
の
象
徴
で
も
あ

り
ま
す
。

吉
川
　
豊
か
な
北
海
道
の
食
を
未
来
に
向
け
て
ど
の
よ

う
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

小
髙
　
食
品
の
価
値
に
は
、「
鮮
度
」、「
安
全
性
」、「
地

場
産
」、「
価
格
」、「
お
い
し
さ
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
道
総
研
か
ら
「
地
球
温
暖

化
へ
の
配
慮
」、「
人
口
減
少
時
代
へ
の
対
応
」
な
ど
、
未

来
へ
向
け
た
新
た
な
価
値
の
提
案
を
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

吉
川
　
こ
れ
ま
で
の
「
お
い
し
さ
を
求
め
る
時
代
」
か

ら
み
ん
な
で
「
お
い
し
い
の
そ
の
先
、
お
い
し
い
を
ど

う
将
来
に
つ
な
い
で
い
く
か
考
え
る
時
代
」
が
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

小
髙
　
今
後
時
代
を
経
て
も
、
北
海
道
が
「
食
の
発
信

地
」
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
食
関
連
研
究

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

研
究
で
培
った 

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が 

道
総
研
の
貴
重
な
財
産
で
す
。（
吉
川
氏
）
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人と人の「つながり」を 
エネルギーに

雪や寒さに負けない 
「野菜づくり」

食に「つくりやすさ」と 
「食べやすさ」を

毎
年
新
た
な
素
材
や
食
材
が
誕
生
し
、 

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
食
の
世
界
。 

次
に
訪
れ
る
ブ
ー
ム
や 

ト
レ
ン
ド
の
予
測
は
難
し
い
け
れ
ど
、 

北
海
道
の
食
を
支
え
続
け
て
き
た 

道
総
研
の
使
命
は
揺
ら
ぐ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

食
の
大
切
さ
の
啓
蒙
に
加
え
、 

高
齢
化
社
会
も
見
据
え
な
が
ら 

「
つ
く
り
や
す
く
食
べ
や
す
い
食
事
」を 

研
究
す
る
こ
と
。

寒
冷
地
の
常
識
を
破
り
、 

北
海
道
を「
野
菜
の
通
年
栽
培
地
」へ 

進
化
さ
せ
る
こ
と
。

企
業
、学
校
、行
政
、研
究
機
関
… 

道
総
研
を
取
り
巻
く
、 

「
人
と
人
の
つ
な
が
り
」を
強
め
、 

新
た
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
育
む
こ
と
。

品
種
、栽
培
、製
法
、調
理
… 

北
海
道
な
ら
で
は
の 

「
新
し
い
お
い
し
さ
」を
生
み
出
す
こ
と
。

人
手
不
足
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の 

「
省
力
化・効
率
化
」の
技
術
と 

ア
イ
デ
ア
を
紡
ぎ
出
す
こ
と
。

未来のどこかにある、 
「もっとおいしい」を探すために。
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地球の「声なき声」に 
耳を傾けて

食の仕事に 
「ラク」と「効率」を

新しい 
「おいしさ」で 
生活を豊かに

日
持
ち
や
保
存
の
謎
を
解
き
明
か
し
、 

も
っ
と
長
く
、も
っ
と
遠
く
へ
、 

北
海
道
の
魅
力
を
届
け
る
こ
と
。

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
や
資
源
の
有
効
活
用
を
見
据
え
、 

地
球
環
境
と
豊
か
な
食
の
共
存
を 

探
求
し
続
け
る
こ
と
…

今
日
の「
研
究
」よ
り
、 

明
日
の「
研
究
」の
ほ
う
が
、 

き
っ
と
、お
い
し
く
な
る
。

今
日
の「
お
い
し
さ
」よ
り 

明
日
の「
お
い
し
さ
」の
ほ
う
が
、 

も
っ
と
、お
い
し
い
は
ず
。

こ
れ
か
ら
も
北
海
道
の「
も
っ
と
お
い
し
い
」の
た
め
に
、 

考
え
、悩
み
、汗
を
か
き
続
け
る 

道
総
研
で
あ
り
続
け
た
い
…
と
思
う
の
で
す
。
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Q&A
道
総
研
内
の
い
ろ
い
ろ
な
セ
ク
シ
ョ

ン
が
分
野
を
超
え
て
連
携
し
、
さ
ら
に

大
学
や
企
業
の
協
力
も
得
な
が
ら
、食
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
地
域
と
い
っ
た
分
野
を

対
象
に
、
北
海
道
が
抱
え
る
大
き
な
課

題
の
解
決
を
目
指
す
研
究
で
す
。
こ
の

冊
子
は
そ
の
う
ち
、「
道
内
食
産
業
の
活

性
化
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
令
和
2
年

か
ら
開
始
し
た
第
Ⅲ
期
に
取
り
組
ん
だ

研
究
の
成
果
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

🅐🅐
北
海
道
が
抱
え
る�

�

大
き
な
課
題
を�

�

解
決
す
る
研
究
で
す
。

カタイ名前で、やわらかな発想。

ここが知りたい、
道総研。
北海道の魅力をフカボリする 
研究者集団『道総研』。 
私たちに寄せられる疑問や質問を 
ラインナップしてみました。

北
海
道
に
暮
ら
す
皆
さ
ま
の
生
活
や

産
業
を
支
え
る
た
め
に
、
農
業
、
水
産

業
、
林
業
、
工
業
、
食
品
産
業
、
環
境
、

地
質
、
建
築
な
ど
の
分
野
の
研
究
や
技

術
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
6
年

4
月
1
日
の
時
点
で
一
、
〇
九
〇
名
の

職
員
が
い
ま
す
。
道
総
研
は
地
方
独
立

行
政
法
人
で
、
研
究
職
員
な
ど
職
員
の

大
部
分
は
、
北
海
道
職
員
で
は
な
く
法

人
職
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
運
営
予
算

の
大
部
分
は
、
北
海
道
か
ら
交
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

🅐🅐「
北
海
道
立
総
合
研
究

機
構
」の
略
で「
地
方
独
立

行
政
法
人
」で
す
。

QQ
そ
も
そ
も
道
総
研
っ
て�

何
の
略
？
役
所
な
の
？

QQ
「食の戦略研究」って�
何のこと？
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Q&A
道総研

評価・
選別

高品質
加工

加工
機械
開発

ブランド
づくり

ニーズ
収集

原料安定
供給

北
海
道
は
食
産
業
が
盛
ん
で
、
素
材

の
良
さ
は
誰
も
が
認
め
る
一
方
、
製
品

の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
弱
い
、
付
加
価
値
率

が
低
い
と
い
っ
た
傾
向
が
あ
り
ま
す
。今

後
、
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
食
品
と
競

争
し
て
い
く
た
め
に
は
、
生
産
者
、
加

工
企
業
、
メ
ー
カ
ー
、
流
通
・
販
売
企

業
、
そ
し
て
消
費
者
と
い
っ
た
、
北
海

道
内
の
食
に
関
わ
る
皆
さ
ま
の
知
恵
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集
し
て
、
世
界
中
の
人

た
ち
か
ら
「
食
べ
て
み
た
い
！
」「
食
べ

て
良
か
っ
た
！
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
食
品
づ
く
り
、
言
い
か
え
れ
ば

「
食
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
い
っ
そ
う

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

道
総
研
の
食
の
戦
略
研
究
は
、
道
内

の
生
産
者
や
食
品
メ
ー
カ
ー
、
加
工
会

社
、
機
械
メ
ー
カ
ー
な
ど
と
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
組
み
、
商
品
化
・
事
業
化

を
目
指
し
て
進
め
ら
れ
ま
す
。「
自
社
の

食
品
加
工
技
術
を
活
用
し
て
ほ
し
い
」

「
新
し
い
食
品
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
が
あ

る
」「
北
海
道
を
元
気
に
し
た
い
」
な
ど

な
ど
、
北
海
道
の
こ
れ
か
ら
の
「
食
」

に
関
心
の
あ
る
生
産
者
や
企
業
の
皆
さ

ま
と
、
ぜ
ひ
コ
ラ
ボ
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
道
総
研
総
合
相
談
窓

口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
従
来
の
製

品
や
し
く
み
を
見
直
し
、
そ
こ
に
新
た

な
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入
す
る
こ
と

で
新
た
な
価
値
を
つ
く
り
出
す
こ
と
、と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
品
の
原

料
が
生
産
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
食
品

と
し
て
消
費
さ
れ
る
ま
で
の
「
フ
ー
ド

チ
ェ
ー
ン
」上
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
、イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま

す
。
道
総
研
で
は
、「
原
料
安
定
供
給
」

を
始
め
と
す
る
６
つ
の
技
術
を
組
み
合

わ
せ
て
、
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
上
に
お
け

る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

に
つ
な
が
る
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

食
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン

🅐🅐
北
海
道
の
未
来
は�

�

「
食
」が
つ
く
る
の
で
す
。

🅐🅐
６
つ
の
技
術
で�

�

フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
を
革
新
し
ま
す
。

🅐🅐
目
指
す
方
向
が�

�

同
じ
で
あ
れ
ば
ぜ
ひ
！

QQ
食
品
企
業
な
ど
と�

コ
ラ
ボ
も
Ｏ
Ｋ
？

原
料
生
産

加
工

製
品
化

流
通・販
売

消
費

QQ
ど
う
し
て
食
の�

戦
略
研
究
を
す
る
の
？

QQ
「食のイノベーション」を�
詳しく教えて。

その他、どんなことでも�
お気軽にお問い合わせください。
本部連携推進部（総合相談窓口）

☎011-747-2900
研究推進部知的財産グループ
☎011-747-2806

〒060-0819 札幌市北区北１９条西１１丁目 
北海道総合研究プラザ

https://www.hro.or.jp
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